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1. はじめに 

本操作マニュアルは、相互運用ｇサーバーの利用方法に関して記述するものである。 

 

2. 利用申請と認可 

2.1. システム利用申し込み 

相互運用ｇサーバーの利用には事前のユーザー設定が必要なため、利用者はシステム管理者に対し

て、所定の方法で利用申請を行う必要があります。 

利用申請を行うと、管理画面のURLの連絡と利用者毎にIDとパスワードの発行が行われますので、

利用者はその ID とパスワードで、「3.1.1 ログインページ」でシステムへのログインを行います。 
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3. システムの説明 

画面遷移 
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3.1. 各管理ページ 

 

3.1.1. ログインページ 

 

利用申請時に連絡された相互運用ｇサーバーのリンクを Web ブラウザで表示します。 

ログイン画面で管理者から与えられた「ユーザーID」「パスワード」を記入し、管理画面にログイ

ンします。 

 

＜操作説明＞ 

 

 

 

操作手順 

1) 管理者から与えられたユーザー名（英数字）を入力します。 

 

2) パスワードを入力します。（大文字と小文字に注意してください） 

 

3) 「ログイン」ボタンを押し、運用ｇサーバーにログインします。 

 

 

ユーザーID を記入します。 

ユーザーのパスワードを記

入します。 

ログインを押し、管理ペー

ジへ移動します。 
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3.1.2. マップ管理ページ 

マップ管理ページでは、登録するデータごとに分かれたマップの管理画面を表示します。 

マップの作成、マップの編集ページへの移動、マップの削除を行います。 

 作成できるマップの一覧 

・ベクトルマップ 

・ラスターマップ 

・WCS マップ 

・KML マップ 

・時系列マップ 

・SOS マップ 

・ユーザー選択マップ 

 

 

＜操作説明＞ 

 

 

 

登録マップへのデータの追

加・編集、操作を行うページ

へ移動します。 

マップと、マップに登録されて

いるデータを全て削除します。 

ログインユーザー名を表示します。

ログアウト、設定画面への移動を行

います。 

▲▼で登録マップ一覧表の並

び順を変更します。 

登録した地図 ID・タイトル・

日時からマップを検索します。 

選択した種類のマップのみ表示し

ます。マップの新規作成、カテゴリ

の管理を行います。 
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＜画面説明＞ 

 

 

1)  検索  

各マップの「地図 ID」・「タイトル」を検索します。 

検索文字列は、スペース・カンマで区切ることで、複数指定できます。 

登録マップ一覧表で検索条件に一致したマップが表示されます。 

日時検索にチェックを入れることで、地図の更新日、作成日でフィルタリングできます。 

 

2)  登録マップ一覧表 

登録した各マップの「作成日」・「地図 ID」・「タイトル」・「編集」ページへのリンク・「削除」ボ

タンを表示します。 

「更新日時」・「作成日」・「地図 ID」・「タイトル」・「ユーザー」にある「▲」「▼」をクリックす

ることで、マップを昇順・降順で並び替えます。 

地図 ID のアイコンはマップの種類を表しています。 

 ベクトルマップ 

 ラスターマップ 

 WCS マップ 

 KML マップ 

 時系列マップ 

 SOS マップ 

 ユーザー選択マップ

⑪ 
① 

② 

③ 

④ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
⑤ ⑥ 
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3)  編集 

基本情報の編集、レイヤーの登録・管理、メタデータの編集を行い、マップ情報の操作を行いま

す。 

 

4)  プレビュー 

「プレビュー」はマップの表示を確認します。 

 

5)  ユーザー名 

  表示されているユーザー名をクリックすることで、ユーザーが作成したマップのみを表示します。 

 

6)  削除 

「削除」ボタンは、マップに登録された「レイヤー」・「アイコン画像」・「スタイル設定」・「マッ

プ情報」・「メタデータ」を「マップ」と同時に全て削除します。 

 

7)  マップ種類別表示 

選択したマップの種別のいずれかを「2）登録マップ一覧表」に表示します。 

 

8)  マップ新規作成 

「地図 ID」「タイトル」を記入してマップを新しく作成します。 

データを登録しレイヤーを作成する「ベクトルマップ」「ラスターマップ」「WCS マップ」と、登

録されているマップからレイヤーを引用する「ユーザー選択マップ」を作成できます。 

 

9)  カテゴリ 

「カテゴリ名」を選択することで、そのカテゴリに登録されたマップを「2）登録マップ一覧表」

に表示します。 

「カテゴリ新規作成」はマップを登録するカテゴリを作成します。 

「カテゴリ管理」はカテゴリの情報の編集、マップの登録管理を行います。 

 

10) プレビュー一覧 

プレビュー一覧画面へ移動します。 

 

11) ログインユーザー 

現在ログインしているユーザーを表示します。 

「設定」 運用ｇサーバーの設定画面へ移動します。 

「ヘルプ」 ヘルプ画面を表示します。 

「ログアウト」 運用ｇサーバーからログアウトします。 
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3.1.3. データ登録マップ管理ページ 

 

データ登録マップ管理ページでは、「ベクトルマップ」「ラスターマップ」「WCS マップ」「KML マップ」

「時系列マップ」の基本情報の編集、レイヤーの管理、データのアップロード、メタデータの編集登

録を行います。 

「ベクトルマップ」はシェープファイル,GeoJSON、「ラスターマップ」「WCS マップ」は GeoTIFF,ワ

ールドイメージ、「KML マップ」は KML,KMZ をアップロードする事で、レイヤーを追加します。 

「時系列マップ」では FTP もしくはローカルのフォルダを定期的に参照して、作成されたレイヤー

に時系列データを登録します。 

メタデータの作成を行い、マップの情報をクリアリングハウスへ登録を行います。 

 

＜操作説明＞ 

 

 

 

タブをクリックする事で、マッ

プの管理を行うページを表示

します。 

マップのタイトル、Capabilities

を取得する URL を表示します。 

マップの管理を行う画面を表示

します。「基本情報設定」「レイ

ヤー編集」「アップロード」「メ

タデータ」「出力形式一覧」 
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＜画面説明＞ 

 

 

1)  マップタイトル 

編集中のマップのタイトルを表示します。 

 

2)  Capabilities 

マップで出力できる WMS・WFS・WCS の Capabilities の URL を表示します。 

 

3)  基本情報設定 

マップの「タイトル」や「説明」等の情報を編集します。 

「公開設定」を行う事で、「マップの作成者」「管理者」以外の人にもマップ編集画面が観覧でき

るか設定します。 

ベクトルマップでは「アイコン管理」を行います。 

 

4)  アップロード 

データをアップロードする事でマップにレイヤーを追加します。 

データはブラウザからのアップロード、FTP を利用してあらかじめアップロードしたデータから

登録できます。 

「時系列マップ」では「レイヤー登録」となります。 

① 

③ ④ ⑥ ⑤ ⑦ 

② 

⑧ 
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5)  レイヤー編集 

登録されているレイヤーの管理を行います。 

基本情報」「属性データ」「凡例」「表示設定」「レイヤーのメタデータ」の編集を行います。 

 

6)  メタデータ 

マップのメタデータを作成し、地図情報クリアリングハウスへ登録します。 

 

7)  出力形式一覧 

レイヤーが出力できる形式の一覧を表示します。 

「KML マップ」では表示されません。 

 

8)  表示画面 

選択されたタブのページが表示されます。 
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3.1.4. ユーザー選択マップ管理ページ 

 

ユーザー選択マップ管理ページでは、既に登録されているマップからレイヤーを引用しまとめます。 

 「編集者」の権限のユーザーは、自分が作成したマップ、もしくは引用元のマップにおいて「公開

設定」で公開するように設定されているマップからレイヤーを引用できます。 

 

＜操作説明＞ 

 

 

タブをクリックする事で、マッ

プの管理を行うページを表示

します。 

マップのタイトル、Capabilities

を取得する URL を表示します。 

マップの管理を行う画面を表示

します。「基本情報設定」「レイ

ヤー一覧」「レイヤー追加」「メ

タデータ」 
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＜画面説明＞ 

 
1)  マップタイトル 

編集中のマップのタイトルを表示します。。 

 

2)  Capabilities URL 

Capabilities の URL を表示します。 

 

3)  基本情報設定 

マップの「タイトル」や「説明」等の情報を編集します。 

 

4)  レイヤー一覧 

引用したレイヤーの一覧を表示します。「削除」ボタンは引用を削除しますが、引用元のレイヤ

ーは削除されません。 

 

5)  レイヤー追加 

利用できるマップの一覧が表示されます。マップのレイヤーを選択し追加を行います。 

 

6)  メタデータ 

マップのメタデータを作成し、地図情報クリアリングハウスへ登録します。 

 

7)  管理ページ表示 

選択されたタブのページが表示されます。

② ① 

③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 
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3.1.5. 設定管理ページ 

 

 設定管理画面ではユーザーの管理、問合せ先の管理、タイトルの編集を行います。 

新たにユーザー登録を行い、管理権限の変更やパスワードの変更を行います。 

問合せ先を作成する事で、マップのメタデータの問い合せ先の引用元として利用できます。 

 背景地図を登録することで、プレビュー画面の背景地図を編集します。 

 

＜操作説明＞ 

 

マップ管理ページへ戻ります。 

タブをクリックする事で、設定

の管理ページを表示します。 

「ユーザー設定」「問い合せ先設

定」「タイトル設定」「背景地図

編集」「クリアリングハウス編

集」「マップ情報一覧」設定画面

を表示します。 
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＜画面説明＞ 

 

 

 

1)  タイトル 

「タイトル設定」で設定されたタイトルが表示されます。 

 

2)  マップ一覧へ戻る 

マップ管理画面へ移動します。 

 

3)  ユーザー設定 

ユーザーの管理行います。 

ユーザー名とパスワードを入力し権限を指定して、ユーザーを新規に「登録」します。 

登録されたユーザーはパスワードと権限を編集します。 

 ユーザーの登録を削除した場合、そのユーザーの作成したマップは「管理者」の権限を持ったユ

ーザーのみ編集できます。 

 

4)  問い合せ先設定 

メタデータを作成する際に引用できる、問い合せ先の管理を行います。 

必要事項を記入し問い合せ先を「新規作成」します。作成された問い合せ先の編集を行います。 

② 

③ ④ ⑤ 

① 

⑦ ⑥ 

⑨ 

⑧ 
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5)  背景地図編集 

プレビュー地図の背景地図の「追加」「編集」を行います。 

 

6)  クリアリングハウス編集 

 メタデータを登録するクリアリングハウスの設定を編集します。防災科学技術研究所がリリース

している災害リスク情報クリアリングハウスの API の URL を入力してください。 

 詳しくは災害リスク情報クリアリングハウスのドキュメントをご覧ください。 

 

7)  g サーバー設定編集 

 相互運用ｇサーバーのタイトル欄に表示されるタイトルの編集を行います。 

 時系列データの登録の際に利用するタイムゾーンのデフォルト設定を行います。 

 

8)  マップ情報一覧 

 相互運用ｇサーバーに登録されているマップの情報を CSV 形式のテキストでダウンロードしま

す。ログイン中のユーザーが登録を行ったマップのみマップ情報をダウンロードできます。 

 

9)  管理ページ表示 

選択されたタブのページが表示されます。 
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3.1.6. プレビュー一覧画面 

 

 登録されたマップのプレビュー画面の一覧を表示します。 

 

 

＜操作説明＞ 

 

マップの一覧の表のページを切

り換えます。 

マップのタイトルからプレビュー

を表示します。 

▲▼でマップの並び順を降順、

昇順で切り換えます。 



 16 

3.2. マップ管理 

マップ管理画面では、マップの一覧表と各管理画面への遷移を行います。 

 

3.2.1. 地図一覧表 

 登録されている地図の一覧表が表示され、地図の編集、プレビュー、削除を行います。 

表は昇順、降順で並び替えが出来ます。また、地図の検索を行います。 

  

 

 

 

 

操作手順 

1)  検索 

 登録されたマップの ID、タイトルを入力した文字列で検索します。検索結果はマップの一覧表に

検索結果が表示されます。 

 日時検索にチェックを入れることで、検索の開始日、終了日を設定できます。マップの更新日、作

成日の範囲を指定して検索できます。 

 

2)  並び替え 

 「地図 ID」「タイトル」「更新日」「作成日」の横にある▲▼を押す事で、降順、昇順で表を並び替

えます。 

 

3)  マップの種類 

 地図の種類を表示します。「地図管理」のマップ一覧を利用する事で、マップの種類別に地図一覧

の表示が出来ます。 

 

4)  マップ編集 

 マップの管理画面へ移動します。 

「編集」はログインユーザーが、「マップの作成者」「管理者」であれば常に表示されます。 

「マップの基本情報設定」において、公開設定いないユーザーは「編集」が表示されません。 

 

1．検索 

登録されたマップを検索し、一覧表

に検索結果を表示します。 

3．マップの種類 

登録されたマップの形式を表示し

ます。 

4．マップ編集 

マップの編集ページを表示します。 

5．プレビュー・ユーザー・削除 

プレビューの表示、ユーザーソー

ト、マップの削除を行います。 

2．並び替え 

▲▼を押す事で、表を昇順、降順で

並び替えます。 
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5)  プレビュー、ユーザー、削除 

 「プレビュー」はマップの全体プレビューを別画面で表示します。 

 「ユーザー」は作成したユーザーごとのマップを表示します。 

 「削除」はログインユーザーが、「マップの作成者」「管理者」の場合のみ表示されます。 

 

 

3.2.2. 地図管理 

 

 マップ管理の左側に表示されます。 

 

 

 

操作手順 

1)  マップ種類別表示 

マップの種類別に絞り込んで、マップ一覧表に表示します。 

 ベクトルマップ 

 ラスターマップ 

 WCS マップ 

 KML マップ 

 時系列マップ 

 SOS マップ 

 選択マップ 

「マップ一覧」は全てのマップを表示します。 

 

2)  マップ新規作成 

 マップの新規作成ページへ移動します。 

1．マップ種類別表示 

一覧表に表示するマップを種類ご

とに絞り込みます。 

3．カテゴリ別一覧 

カテゴリに登録されたマップを一

覧に表示します。 

2．マップ新規作成 

マップ新規作成ページへ移動しま

す。 

4．カテゴリ新規作成 

新たにカテゴリを作成します。 
5．カテゴリ管理 

カテゴリへのマップの登録、カテゴ

リ情報の編集を行います。 

6．プレビュー一覧 

プレビュー一覧画面へ移動します。 
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3)  カテゴリ別一覧 

 作成されたカテゴリの一覧が表示されます。カテゴリ名を選択するとマップの一覧表に、そのカテ

ゴリに登録されているマップが表示されます。 

 

4)  カテゴリ新規作成 

 カテゴリの新規作成ページへ移動します。 

 

5)  カテゴリ管理 

 カテゴリ管理ページへ移動します。 

 

6)  プレビュー一覧 

 プレビュー一覧ページを別画面で表示します。 

 

 

3.2.3. 新規マップ作成フォーム選択 

 

 作成するマップの選択を行います。 

 

 

 

1)  データ登録マップ選択 

 データをアップロードまたは登録設定を行う事で、レイヤーを登録するマップを作成します。 

「ベクトルマップ」「ラスターマップ」「WCS マップ」「KML マップ」「時系列マップ」を作成する際は、

こちらの「マップ作成ページ」ボタンを選択して下さい。 

 

2)  ユーザー選択マップ 

既存のマップからレイヤーを引用する事で、別マップのレイヤーをまとめて表示するマップを作成

します。 

このマップは「ベクトルマップ」「WCS マップ」からのみレイヤーを引用できます。 

 

1．データ登録マップ選択 

データをアップロードまたは登録

設定を行い、レイヤーを登録するマ

ップを作成します。 

2．ユーザー選択マップ 

作成されたマップからレイヤーを

引用することで、一つにまとめるマ

ップを作成します。 
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3.2.4. データ登録型マップ作成 

 

 マップ作成画面では、「ベクトルマップ」「ラスターマップ」「WCS マップ」「KML マップ」「時系列マ

ップ」「SOS マップ」の作成を行います。 

 

 
 

 

 

 

操作手順 

1)  マップ選択 

 新規作成するマップを選択して下さい。 

 「ベクトルマップ」  

 シェープファイル、GeoJSON をアップロードすることで、レイヤーを登録するマップを作成します。 

作成されたレイヤーは、WMS、WFS 形式で配信されます。 

「ラスターマップ」 

 座標系を持ったラスター画像を登録します。主に航空写真等、複数の色情報を持ったカラー画像を

登録します。 

 ラスターマップでは一つのマップに一つのレイヤーのみ登録できます。そのため、複数の画像を登

録した際は一つのレイヤーとしてまとめられます。 

 作成されたレイヤーは WMS 形式で配信されます。 

「WCS マップ」 

 座標系を持ったラスター画像を登録します。主にグレースケールや白黒画像を登録します。 

 WCS マップでは複数のレイヤーを登録できますが、一つのレイヤーにつき一枚の画像を登録します。 

 作成されたレイヤーは、WMS、WCS 形式で配信されます。 

「KML マップ」 

 KML,KMZ ファイルをアップロードすることで、レイヤーを登録するマップを作成します。 

 作成されたレイヤーは、WMS 形式で配信されます。 

「時系列マップ」 

 時系列データを定期的に取得し、登録したレイヤーに追加するマップを作成します。 

 作成されたレイヤーは、WMS、WCS 形式で配信されます。 

 SOS マップ 

 SOS(Sensor Observation Service)データを定期的に取得し、レイヤーに追加するマップを作成し

1．マップ選択 

どのマップを作成するか選択して

下さい。マップごとにアップロード

するデータが変わります。 

2．地図 ID,タイトル記入 

地図 ID とマップのタイトルを記入

します。必ず記入して下さい。 

3．新規作成 

マップを新規作成します。 
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ます。 

 作成されたレイヤーは、WMS、WFS 形式で配信されます。 

 

2)  地図 ID,タイトル記入 

 「地図 ID」 

 固有の ID となりますので、他のマップとの重複は出来ません。 

使用できる文字は半角英数字のみです。数字で始まる ID は WFS の仕様により登録できません。 

 「タイトル」 

 地図の名称記入して下さい。 

 特殊な文字や半角カナは、使用する環境によっては表示できない事があります。タイトルに使用す

るのは推奨されません。 

 

3)  新規作成 

マップを新規作成します。 

登録内容にエラーがあった場合、エラー原因が表示されます。 

 

 

3.2.5. ユーザー選択マップの作成 

 

 このマップの作成画面では、「ユーザー選択マップ」を作成します。 

「ベクトルマップ」「WCS マップ」に登録されているレイヤーを引用することで、別々のマップのレ

イヤーを一つのマップとして表示します。 

 

 
 

 

 

 

 

操作手順 

1)  地図 ID,タイトル記入 

 この項目は必ず記入して下さい。 

 「地図 ID」 

 固有の ID となりますので、他のマップとの重複は出来ません。 

使用できる文字は半角英数字のみです。数字で始まる ID は WFS の仕様により登録できません。 

 「タイトル」 

 地図の名称記入して下さい。 

 特殊な文字や半角カナは、OS によっては読めないことがありますので、タイトルに使用するのは

推奨されません。 

 

2)  新規作成 

マップを新規作成します。登録内容にエラーがあった場合、エラー原因が表示されます。 

1．地図 ID,タイトル記入 

地図 ID とマップのタイトルを記入

します。必ず記入して下さい。 

2．新規作成 

マップを新規作成します。 
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3.3. カテゴリ管理 

 マップをカテゴリごとに分類し、表示するための設定を行います。 

 

3.3.1. カテゴリ新規作成 

 「3.2.2 地図管理」のカテゴリ新規作成から作成ページを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

1)  カテゴリ名、説明記入 

 カテゴリ名は必ず記入して下さい。説明は記入していなくてもカテゴリは作成できます。 

「カテゴリ名」 

 既に使用されているカテゴリ名でも登録できます。 

 特殊な文字や半角カナは、OS によっては読めないことがありますので、タイトルに使用するのは

推奨されません。 

「説明」 

 カテゴリの説明です。カテゴリの一覧で表示されます。 

 

2)  新規作成 

 カテゴリを新規作成します。 

 登録内容にエラーがあった場合、エラー原因が表示されます。 

 

1．カテゴリ名、説明記入 

カテゴリの名称と説明を記入しま

す。 2．新規作成 

カテゴリを新規作成します。 



 22 

 

3.3.2. カテゴリ管理 

 

「3.2.2 地図管理」のカテゴリ管理から、カテゴリの一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

1)  カテゴリ編集 

 カテゴリの「名称」「説明」の編集、マップの登録を行う編集ページへ移動します。 

 

2)  カテゴリ削除 

 登録されたカテゴリを削除します。 

 

 

1．カテゴリ編集 

カテゴリの名称と説明、マップの登録

を行う編集画面を開きます。 

2．カテゴリ削除 

登録したカテゴリを削除します。 
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3.3.3. カテゴリ編集 

  

カテゴリの編集を行います。「名称」「説明」の編集、マップの登録、登録解除を行います。 

 

 

 

 

 

 

操作手順 

1)  カテゴリ名称、説明記入 

 カテゴリの「名称」「説明」の変更を記入します。 

 

2)  保存 

 記入された「名称」「説明」を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．カテゴリ名称、説明記入 

カテゴリの名称と説明を記入します。 

1．保存 

変更した名称と説明を保存します。 

1．登録済みマップ一覧 

カテゴリに登録されているマップの

一覧を表示します。 

2．未登録マップ一覧 

カテゴリに登録されていないマップ

の一覧を表示します。 

 

3．追加、削除、全削除 

カテゴリのマップの登録、登録の解除

を行います。 
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操作手順 

1)  登録済みマップ一覧 

 カテゴリに登録されているマップの一覧を表示します。 

 

2)  未登録マップ一覧 

 カテゴリに登録されていないマップの一覧を表示します。 

 

3)  追加、削除、全削除 

 「←追加」 

未登録マップ一覧表のチェックボックスが選択されているマップをカテゴリに登録します。 

登録されているマップは未登録マップには表示されなくなり、登録済みマップ一覧に表示されます。 

 「削除→」 

登録済みマップ一覧表のチェックボックスが選択されているマップの登録を削除します。 

 「全削除」 

登録済みマップ一覧表に表示されているマップの登録を全て削除します。 
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3.4. ベクトルマップ管理 

 シェープファイル、GeoJSON をアップロードする事で、ベクトルデータを登録するマップの管理を

行います。 

 

3.4.1. 基本情報設定 

 

 

 

 

 

 

1)  タイトル、説明、キーワード 

マップの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。ここの情報は WMS、WFS の Capabilities

に反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2)  四隅の範囲 

 マップの最大範囲を設定します。任意の数値を登録できます。 

「範囲取得」は登録されているレイヤーの範囲を表示します。 

 

3)  更新 

 記述された内容に従って、マップの情報を更新します。 

1．タイトル、説明、キーワード 

「タイトル」「説明」「キーワード」の

編集を行います。 

タイトルの記述は必須となります。 

2．四隅の範囲 

マップを表示する全体の範囲を設定

します。 

3．更新 

記入された変更を更新します。 
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3.4.2. アイコン管理 

 

アイコンの管理は、レイヤーの表示設定で利用されるアイコン、テクスチャの管理を行います。 

 

② アイコン管理 

 
 

 

1) アイコン管理表示 

 アイコンを管理するフォームをポップアップで表示します。 

  

2) アイコン一覧 

 登録されているアイコンの一覧とアイコンの情報を表示します。 

 

3) アイコン名称変更 

 アイコンの名称を記述された名前に変更します。同じ名称がある場合は名前の変更は出来ません。 

 

4) アイコン削除 

 「選択アイコン削除」から、チェックボックスで選択されているアイコンを削除します。 

アイコン・テクスチャ画像はマップに登録されているレイヤーで共有されています。ここでの操

作が他のレイヤーの設定に影響を及ぼすことがあります。 

 

1．アイコン管理表示 

アイコン管理フォームを表

示します。 

3．アイコン名称変更 

アイコンの名前を、記述された

名前に変更します。 

5．アイコンのアップロード 

PC 内の画像を選択し、アイコ

ンをアップロードします。 

4．アイコン削除 

選択されたアイコンを

削除します。 

6．アイコンのコピー 

他のマップで登録されている

アイコンをコピーします。 

7．選択されたマップのアイコン一覧 

他のマップのアイコンを選択します。 

2．アイコン一覧 

登録されているアイコンの一

覧を表示します。 

名前欄は編集できます。 
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5) アイコンアップロード 

「参照」を押して自分のコンピュータのアイコン・テクスチャ画像を選択して下さい。「画像アッ

プロード」を押すとアップロードされ画像一覧に表示されます。 

 

6) アイコンのコピー 

「他のマップで登録されているアイコンを取得する」のチェックボックスを選択します。 

「マップ選択」が選択できるようになりますので、「マップ選択」から他のマップを選択します。 

アイコンの一覧が表示されますので、チェックボックスを選択し、「選択したアイコンをコピーす

る」を押してアイコンをコピーします。 

 同じ名前のアイコンがあった場合、コピーされるアイコンの名前に日付が付け加えられます。 

 

7) 選択されたマップのアイコン一覧 

 「マップ選択」で選択されたマップのアイコンを表示します。 
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3.4.3. マップ共有設定 

 ユーザーごとにマップの共有設定を行います。権限が「編集者」のユーザーとマップを共有するか

設定します。 

   

  

 
 

1) マップ共有設定表示 

 マップを他のユーザーに公開するか設定するフォームをポップアップで表示します。 

 

2) 一括選択 

「編集者」権限のすべてのユーザーを対象に共有設定を一括選択します。 

 

3) ユーザー表示 

 「編集者」権限のユーザーの一覧を表示します。 

「管理者」権限のユーザーは常に編集可能なため、この一覧には表示されません。 

 

4) 個別設定 

 初期状態は、全て「共有しない」の設定になっております。「共有」することでマップの観覧を許

可します。 

 

5) 更新 

 マップの共有設定を更新します。

1．マップ共有設定表示 

マップ共有設定フォームを

表示します。 

3．個別設定 

マップの共有、非共有をユー

ザーごとに選択します。 

2．ユーザー表示 

「編集者」権限の他のユーザ

ーを表示します。 

4．設定更新 

共有設定を更新します。 

2．一括選択 

マップの共有設定を、一括選

択します。 
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3.4.4. シェープファイルアップロード 

 シェープファイルをアップロードすることでベクトルマップにレイヤーを登録します。 

 

 

操作手順 

1)  GeoJSON 登録画面 

 GeoJSON のアップロード画面を表示します。 

 

2)  登録設定 

・座標系選択 

座標系が定義されていない（「prj」ファイルがない）シェープファイルをアップロードする際は、

座標系を指定する必要があります。 

あらかじめ座標系を定義したシェープファイルは、このフォームで指定した座標系を使用せず定義

されている座標系を使用します。 

 「座標系選択」ボタンから、日本の代表的な座標系の一覧がポップアップで表示されます。座標系

を選択すると、その座標系コード（EPSG コード）が反映されます。 

現在の設定を変更したくない場合は、ポップアップの外をクリックして表示を消します。 

3．ファイル選択 

アップロードするファイルを選択し

ます。 

2．登録設定 

登録するデータの座標系、属性データ

の文字コードを選択します。 

属性に Timestamp 型がある場合はタ

イムゾーンを選択します。 

 

4．送信 

選択した ZIP ファイルをアップロードします。 

5．送信済みファイル選択 

あらかじめ送信したデータを選択し

て下さい。 

6．登録 

選択した ZIP ファイルを登録します。 

1．GeoJSON 登録画面 

GeoJSON 登録画面を表示しま

す。 
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・文字コード 

 登録するシェープファイルの属性データの文字コードを選択します。 

 

・タイムゾーン 

 登録するシェープファイルの属性に Timestamp 型がある場合、タイムゾーンを指定します。登録の

際に Timestamp 型のデータのタイムゾーンは UTC に変換して登録されます。 

 

3)  アップロードファイル選択 

アップロードファイル選択の「参照」を押して、自分のコンピュータの中のファイルを選択して下

さい。 

ファイルは「shp」「shx」「dbf」の 3 つのファイルを ZIP 形式で圧縮したファイルが必要です。ま

た、「prj」を上記 3つのファイルと共に ZIP 形式で圧縮したファイルは、座標系を指定せずにアップ

ロードできます。 

スタイル設定の「sld」ファイルを「shp」ファイルと同じ階層に置き、ZIP 圧縮したファイルは、

アップロード時に「sld」ファイルと同じ名前の「shp」ファイルのスタイルを設定します。 

アイコン・テクスチャと一緒に ZIP 圧縮すると、アップロード時にアイコン・テクスチャが同時に

アップロードされます。 

 複数のシェープファイルを一つの ZIP ファイルに圧縮したファイルをアップロードすることで、複

数のレイヤーを一度に登録できます。 

 

4)  送信 

アップロードを開始します。送信を開始すると送信状況が表示されます。アップロードが 100%に

達する事で、送信の完了を確認できます。 

 

 

5)  送信済みファイル選択 

インストール時に指定したディレクトリ(標準では/map)内に、アップロード用のディレクトリが作

成されます。ユーザーごとにディレクトリが作成され、ログイン中のユーザーのフォルダ内に送信さ

れた zip ファイルの一覧が表示されます。 

一覧に表示されたファイルから登録する zip ファイルを選択します。 
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・アップロード用ディレクトリへのパスの例 

/map/upload/ユーザーID/vector/ 

 

6)  登録 

 選択されたファイルを登録します。 

 

 

3.4.5. シェープファイルアップロードファイル確認 

 「3.4.5 シェープファイルアップロード」でアップロードしたシェープファイルの確認を行います。 

 

 
 

操作手順 

1)  レイヤータイトルの記入 

アップロードしたシェープファイルから作成されるレイヤーのタイトルを記入できます。通常は、

シェープファイルの名称がそのまま入力されています。 

レイヤーのタイトルはレイヤーの基本情報の編集で変更できます。 

1.レイヤータイトル記入。 

レイヤーのタイトルを記入します。 

 

2.座標確認 

シェープファイルの座標系

を確認します。 

3.座標系選択 

座標系が定義されていないファイル

があるため、座標系を選択します。 
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2)  座標系確認 

アップロード時に指定した座標系、または、座標系が定義された（「prj」ファイルが含まれた）シ

ェープファイルの座標系が表示されます。 

座標系が指定されていない際は、「座標系を定義して下さい」と表示されます。 

3)  座標系指定 

座標系が定義されていないシェープファイルがアップロードされた場合、座標系選択フォームが表

示されます。 

 

4)  エラー一覧 

登録できないシェープファイル名とエラー原因の一覧を表示します。登録できなかったシェープフ

ァイルは、ファイルを確認、修正して再度アップロードして下さい。 

 

 

5)  登録 

「次へ」を押すと、シェープファイルを登録します。「登録進捗状況」が 100%に達すると登録が終了

します。 
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3.4.6. GeoJSON アップロード 

 GeoJSON をアップロードすることでベクトルマップにレイヤーを登録します。 

 

 
操作手順 

1)  シェープファイル登録画面 

 シェープファイルのアップロード画面を表示します。 

 

2)  登録設定 

・タイトル 

 登録するベクトルレイヤータイトルを入力します。 

・文字コード 

 GeoJSON の文字コードは仕様で UTF-8 と決まっておりますが、SJIS で作成された場合 UTF-8 に変換

して登録を行います。 

 

3)  アップロードファイル選択 

アップロードファイル選択の「参照」を押して、自分のコンピュータの中のファイルを選択して下

さい。 

ファイルはGeoJSONを ZIP形式で圧縮したファイルが必要です。GeoJSONファイルの拡張子は「txt」

「json」「geojson」のいずれかにして下さい。 

スタイル設定の「sld」ファイルを GeoJSON と同じ階層に置き、ZIP 圧縮したファイルは、アップ

ロード時にレイヤーのスタイルに設定されます。 

アイコン・テクスチャと一緒に ZIP 圧縮すると、アップロード時にアイコン・テクスチャが同時に

アップロードされます。 

 GeoJSON アップロードは 1 つの ZIP ファイルに 1 つの GeoJSON をアップロードできます。 

 

3．ファイル選択 

アップロードするファイルを選択し

ます。 

2．登録設定 

レイヤーのタイトルを入力します。 

登録するGeoJSONの文字コードを選

択します。 

 

4．送信 

選択した ZIP ファイルをアップロードします。 

5．送信済みファイル選択 

あらかじめ送信したデータを選択し

て下さい。 

6．登録 

選択した ZIP ファイルを登録します。 

1．シェープファイル登録画面 

シェープファイル登録画面を表

示します。 
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4)  送信 

GeoJSON のアップロードを開始します。アップロード後に属性情報の確認画面が表示されます。

「GeoJSON アップロード確認」を参照して下さい。 

 

5)  送信済みファイル選択 

インストール時に指定したディレクトリ(標準では/map)内に、アップロード用のディレクトリが作

成されます。ユーザーごとにディレクトリが作成され、ログイン中のユーザーのフォルダ内に送信さ

れた zip ファイルの一覧が表示されます。 

一覧に表示されたファイルから登録する zip ファイルを選択します。 

・アップロード用ディレクトリへのパスの例 

/map/upload/ユーザーID/json/ 

 

6)  登録 

 選択されたファイルを登録します。属性情報の確認画面が表示されます。「GeoJSON アップロード

確認」を参照して下さい。 

 

 

3.4.7. GeoJSON アップロード確認 

 アップロードを行った GeoJSON の確認を行います。登録前に GeoJSON の属性設定を行います。 

 

 
 

 

 

操作手順 

1)  レイヤータイトル 

作成されるベクトルレイヤーのタイトルを記入します。レイヤーのタイトルはレイヤー設定で編集

できます。 

1.レイヤータイトル 

レイヤーのタイトルを記入します。 

 

3.タイムゾーン 

属性タイプで timestamp 型

を選択した際の、タイムゾー

ンを設定します。 

 

2.属性登録設定 

登録を行う GeoJSON の属性設定を

行います。 

・登録設定 

・属性名 

・属性タイプ 

・属性の長さ 

4.GeoJSON 登録 

属性設定に従って GeoJSON を

登録します。 
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2)  属性登録設定 

GeoJSON の属性一覧が表示されます。ベクトルレイヤーに登録する属性設定を行います。 

・登録 

 チェックボックスのチェックを外すことで、その属性データは登録されません。 

・属性名 

 登録する際に属性名を変更します。同じ属性名は利用できません。 

・属性タイプ 

登録する属性のタイプを選択します。設定できる属性タイプは以下の通りです。 

「文字列型」 文字列を格納します。 

「数値(整数型)」 整数を格納します。 

「数値」  小数点を含む数値を格納します。 

「日付型」  「yyyy/MM/dd」の形式で記述された日付を格納します。 

「日時型」  「HH:mm:ss」の形式で記述された時間を格納します。 

「タイムスタンプ型」「yyyy/MM/dd HH:mm:ss」の形式で記述された日時を格納します。 

登録の際に、選択された属性タイプに変換できない文字列があるデータが含まれる場合、登録に

失敗することがあります。 

・サイズ 

登録する属性データのサイズを整数で指定します。入力されている数値は GeoJSON の属性を読み

取った際の最大サイズです。 

 

3)  タイムゾーン 

登録するシェープファイルの属性に Timestamp 型がある場合、タイムゾーンを指定します。登録の

際に Timestamp 型のデータのタイムゾーンは UTC に変換して登録されます。 

 

4)  GeoJSON ファイル登録 

属性設定に従って、GeoJSON の登録を開始します。 
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3.4.8. レイヤー編集 

  

 マップに登録されたレイヤーの管理を行います。レイヤーの基本情報、メタデータの編集から公開

情報の編集を行います。また、スタイル設定や並び順を変更する事で、マップの描写を編集します。 

 

レイヤー情報の編集の詳細は「ベクトルレイヤー管理」を参照して下さい。 

 

 

 

① 選択レイヤー削除 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーを削除します。 

 

② レイヤー並び順変更 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーの並び順を変更する事で、レイヤー全

体の並び順を変更します。 

 

③ 地図プレビュー 

マップに登録されているレイヤー全てを表示するプレビュー画面を、別ウィンドウで表示します。 

 

④ 一括ダウンロード 

マップに登録されている全レイヤーをシェープファイル、GeoJSON 形式で ZIP に圧縮したファイル

をダウンロードします。 作成されたメタデータ、アイコン画像、スタイル設定もファイルに含まれ

① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
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ます。 

引用されたレイヤはダウンロードできません。 

 

⑤ レイヤーの種類 

登録されたレイヤーのジオメトリの種類をアイコンで表示します。 

  ポイント 

  ライン 

 ポリゴン 

 

⑥ レイヤー情報編集 

レイヤーの基本情報、属性、凡例を編集するフォームをポップアップで表示します。 

「レイヤー設定」を参照して下さい。 

 

⑦ スタイル設定 

レイヤーの表示設定を編集するフォームをポップアップで表示します。 

 スタイル設定」を参照して下さい。 

 

⑧ レイヤーメタデータ編集 

レイヤーのメタデータを編集するフォームをポップアップで表示します。 

「メタデータ設定」を参照して下さい。 

 

⑨ レイヤープレビュー 

レイヤーのみを表示するプレビュー画面を別ウィンドウで表示します。 

 

⑩ レイヤーダウンロード  

シェープファイル、GeoJSON 形式で ZIP に圧縮したファイルをダウンロードします。 

作成されたメタデータ、アイコン画像、スタイル設定もファイルに含まれます。 

 

⑪ レイヤー公開設定 

 レイヤーをクリアリングハウス経由で公開するかどうか設定します。初期設定では「公開」する設

定になっております。 

「公開」を選択すると、出力される Capabilities に設定したレイヤーが記述されます。 

 

⑫ レイヤー削除 

レイヤーを削除します。 

 

⑬ 引用レイヤー 

共有マップから引用したレイヤーです。引用レイヤーは観覧のみ許可されます。 

 

⑭ 共有マップからレイヤー引用 

共有設定されているマップからレイヤーを引用します。 

共有マップを選択し、レイヤー一覧を表示します。レイヤーを選択して引用します。 

 

⑮ 通知 

マップに対しての通知が表示されます。通知を削除するまで表示されます。 
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3.4.9. 共有マップからレイヤー引用 

 利用可能なマップで登録されたレイヤーを引用します。同じユーザーが登録したレイヤー、もしく

は「マップ共有設定」で公開設定されたマップのレイヤーを引用できます。 

 引用されたレイヤーは、Capabilities でマップのレイヤーとして記述されますが、レイヤーの編集、

スタイル編集、ダウンロードを行うことはできません。 

 

 

 

1)  引用レイヤフォーム表示 

 引用レイヤー設定フォームを表示します。 

 

2)  公開マップ一覧 

引用可能なマップの一覧からマップを選択します。 

 

3)  レイヤー一覧 

 公開マップ一覧からマップを選択すると、マップのレイヤー一覧が表示されます。 

 

4)  選択レイヤー引用 

 選択したマップのレイヤーを、引用レイヤーとしてマップに追加します。 

① 
② 

④ 
③ 
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3.4.10. メタデータ編集 

 クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

 クリアリングハウスへ編集を行う場合、設定画面でクリアリングハウスの URL とクリアリングハウ

スのログインユーザーの設定が必要となります。 

 

 

1)  メタデータ更新 

表示されている内容でメタデータを更新し、保存します。 

 

2)  クリアリングハウス登録 

表示されている内容で、メタデータを地図情報クリアリングハウスに登録します。 

 

3)  地図情報クリアリングハウスから削除 

このマップのメタデータを地図情報クリアリングハウスから削除します。 

 
1) メタデータ登録情報 

 メタデータのクリアリングハウスへの登録状況が記載されます。この項目は編集する事が出来ませ

ん。 

 

 

1) Capabilities 詳細情報 

 クリアリングハウス経由で、公開する地図の情報を取得するための URL が記載されます。この項目

は編集する事が出来ません。 

 

 

① ② ③ 

①

①
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1) 作成日、刊行日、改訂日 

この項目は日付型のみ入力できます。「年-月-日」の形式で入力する必要があります。入力フォー

ムを選択するとカレンダーが表示されますので、日付を選択して下さい。 

 

 

①
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1) 図の更新 

 マップのサムネイル画像を作成します。 

 レイヤー追加、削除、スタイルの更新など、表示が変わった場合は「図の更新」からサムネイル画

像を再度作成します。 

 

2) 図のアップロード 

 画像をアップロードすることでサムネイルを指定した画像に差し換えることができます。 

 

3) 図示サンプル 

 作成されたサムネイルが表示されます。現在のマップの状態ではありませんので、修正が必要な場

合は更新して下さい。 

 

 

1) 範囲 

 この項目では、数値のみ記入できます。また、小数点以下 6 桁以降の値は四捨五入します。 

 

2) 範囲取得 

 マップに登録されているレイヤーの最大範囲を取得し、「範囲」に反映します。  

  

3) 垂直要素 

この項目では、数値のみ記入できます。また、小数点以下 6桁以降の値は四捨五入します。 

 

4) 時間要素 

 この項目は日付型のみ入力できます。「年-月-日」の形式で入力する必要があります。 

 

①

③

①

②

③
④

②
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1) 削除 

 「記述的キーワード」の項目を削除します。 

 

2) キーワード追加 

 「記述的キーワード」の項目を追加します。 

 

 

 
 

①

②
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1) 責任者情報 

 マップの責任者の情報を記入します。ここで記入された情報は、今後このマップで作成されるメタ

データの責任者の情報に引用されます。 

 

2) 問合せ先引用 

 「設定管理ページ」の「問い合せ先管理ページ」で編集した問い合せ先を引用します。 

「問い合せ先引用」を参照して下さい。 

 

3) レイヤー責任者情報一括更新 

マップの責任者情報を、レイヤーごとに作成済みのメタデータの責任者情報に反映します。 

 

②

①

③
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1) 問合せ先引用 

 「設定管理ページ」の「問い合せ先管理ページ」で編集した問い合せ先を引用します。 

「問い合せ先引用」を参照して下さい。 

 

2) 問合せ先削除 

 表示されている問い合せ先を削除します。 

 

3) 問合せ先追加 

 問い合せ先の項目を追加します。 

① ②

③
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1) エディタ 

 メタデータを直接編集します。「エディタ編集」を参照して下さい。  

 

2) メタデータ更新 

 エディタに記述された XML にメタデータを更新します。 

 

 

1) ファイルアップロード 

メタデータの記述された XML ファイル、ZIP ファイルをアップロードしてメタデータを登録するこ

とが出来ます。 

ZIP ファイルに含まれるメタデータは、レイヤーまたはマップのタイトル・IDのいずれかと一致す

る名称の XML ファイルを用意してください。 

 

 

 

 

1) メタデータ初期化 

メタデータを編集前の初期状態に戻します。 

①

②

①

① 
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3.4.11. 問い合せ先引用 

 

 メタデータ作成時、「責任者情報」「問い合せ先」の項目に「設定管理ページ」の「問い合せ先管理」

に登録された問合せを引用します。 

 

 

 

 

1) 問合せ先引用 

 問い合せ先一覧を表示するフォームをポップアップで表示します。 

 

2) 問い合せ先一覧 

 「設定管理ページ」の「問い合せ先管理」で作成された問い合せ先の一覧を表示します。 

 引用を中止する場合は、ポップアップ画面外をクリックする事でポップアップを消します。 

 

3) 確認 

問い合せ先の入力内容を確認するフォームをポップアップで表示します。 

1．問合せ先引用 

問い合せ先一覧フォームを表示します。 

3．確認 

問い合せ先の入力内容を確認するフォ

ームを表示します。 

2．問合せ先一覧 

「問い合せ先設定」で作成された、問合

せ先一覧を表示します。 



 47 

 

 

 

1) 引用 

問い合せ先確認フォームの内容でよろしければ、「引用する」でフォームの内容が反映されます。 

 

2) 一覧に戻る 

 問い合せ先確認フォームを閉じて、問い合せ先一覧フォームをポップアップで表示します。

1．引用 

問合せ先の内容を反映します。 

2．一覧に戻る 

問い合せ先一覧フォームを表示します。 
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3.4.12. エディタ編集 

 エディタを利用して直接文章を編集します。 

 

 

 

 

 

操作手順 

 

1)  エディタ 

 エディタ内の文章を直接編集するか、既存の文章をテキストエディタで開き、コピーアンドペース

トでエディタに貼り付けて下さい。 

 

2)  更新 

エディタに記述された文章に更新します。 

1．エディタ 

文章を記述します。 

2．更新 

記述された文章に更新します。 
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3.4.13. 出力確認 

登録したレイヤーの出力形式を確認します。 

 

 

 

 
 

 

1) 出力形式一覧 

 レイヤーが出力できる形式の一覧を表示します。形式の名前をクリックすると、出力確認フォーム

がポップアップで表示されます。 

 

2) URL 確認 

 出力形式を取得するための URL を表示します。 

  

3) 出力確認 

 実際に出力が可能かどうか確認を行います。 

 

各出力の説明 

WMS WMS を利用した相互運用のための Capabilities 情報を取得するための URL 

KML GoogleEarth 等で利用可能な KML フォーマットの XML データを取得するための URL 

KMZ 圧縮された KML ファイルを取得するための URL 

GeoRSS GeoRSS フォーマットの XML データを取得するための URL 

PDF 地図データが描画された PDF ファイルを出力するための URL 

GML GML フォーマットの XML データを取得するための URL 

SVG SVG フォーマットのデータを取得するための URL 

 

1．出力形式一覧 

レイヤーごとの出力形式の一覧を表

示します。 

2．URL 確認 

出力を行うための URL を表示します。 

3．出力確認 

実際に出力できるか確認します。 
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3.5. ベクトルレイヤー管理 

 「レイヤー編集」画面でベクトルレイヤーの詳細管理をおこないます。 

  

3.5.1. レイヤー並び順変更 

 レイヤーの表示順を変更します。表の並び順に Capability、プレビュー画面のレイヤーの順番が

設定されます。 

 

 

1) 移動するレイヤーの選択 

 移動するレイヤーのチェックボックスを選択します。複数のレイヤーの選択、並び順が離れている

レイヤーも同時に選択して移動する事が出来ます。 

 

2) 並び順の変更 

 選択したレイヤーの並び順を変更します。 

 「先頭」 

選択されたレイヤーを並び順の先頭へ移動します。 

 「上へ」 

選択されたレイヤーの並び順を一つ上へ移動します。 

「下へ」 

選択されたレイヤーの並び順を一つ下へ移動します。 

「最後」 

選択されたレイヤーを並び順の最後へ移動します。 

1．移動するレイヤーの選択 

移動を行うレイヤーのチェックボック

スを選択します。複数のレイヤーを同時

に移動できます。 

2．並び順の変更 

選択したレイヤーを上下どの方向に並

べるか選択します。 
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3.5.2. レイヤー設定 

 レイヤー情報を編集します。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、レイヤー設定

ページがポップアップで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

1) タイトル、説明、キーワード 

レイヤーの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。ここの情報は WMS、WFS の Capabilities

のレイヤーの情報に反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2) 表示縮尺、範囲 

Capabilities の Layer に記述する表示縮尺、最大範囲を設定します。 

最大範囲の初期状態はレイヤーの実際の範囲が表示されます。 

「範囲取得」は登録されているレイヤーの範囲を表示します。 

 

3) 著作権情報 

 Capabilities の Layer に記述するデータの著作権情報を記述します。 

 

4) 更新 

記述された内容に従って、レイヤーの情報を更新します。

1．タイトル、説明、キーワード 

レイヤーのタイトル、説明、キーワード

を編集します。 

タイトルは必ず記入して下さい。 

2．表示縮尺、範囲の表示 

Capablities に記述する表示縮尺、範囲

を設定します。 

4．更新 

記入された変更を更新します。 

3．著作権情報 

レイヤーに登録したデータの著作権情

報を記述します。 
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3.5.3. 属性設定 

 ベクトルレイヤーの属性の管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、

属性設定ページがポップアップ内のタブに表示されます。 

データベースの仕様により、全角英数字が使われた属性名、数字で始まる属性名は利用できません。

半角カナは OSの違いが原因で読み取れないことがありますので、使用は推奨されません。 

 

 

 

1) 属性詳細 

 属性の情報を表示します。チェックボックスを選択することで、属性の選択を行います。 

新たに属性名を記述し、「変更」出来ます。 

 

2) 属性追加 

 属性名を記述し、属性タイプを選択します。「属性追加」から新たに属性を作成します。 

 

3) 復元、選択削除、名前変更 

 「復元」 

 以前、削除した属性を元にもどします。「4,削除した属性」から復元したい属性を選択し「↑復元」

から属性を利用できるようにします。 

「選択削除」 

 選択された属性を削除します。削除された属性は「4,削除した属性」に移動します。 

 

 「名前変更」 

 属性名を、記入された属性名に全て一括で更新します。 

 

4) 削除した属性一覧 

 元のレイヤーから削除された属性の一覧が表示されます。チェックボックスを選択することで、削

除された属性を選択します。 

1．属性詳細 

「属性名称」「属性タイプ」の表示、 

「名称の変更」を行います。 

4．削除した属性一覧 

削除した属性の一覧が表示されます。

「復元」することで、属性をレイヤーで

利用できるようにします。 

3．復元、選択削除、名前変更 

削除した属性の「復元」、選択した属性

の「削除」「名前変更」を行います。 

2．属性追加 

属性名称と属性型を選択し属

性を追加します。 
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3.5.4. 時系列設定 

 ベクトルレイヤーに時系列情報を持った属性が登録されている場合、時系列レイヤーとして登録を

行えます。レイヤーに登録された属性の内、Date 型、Timestamp 型の属性が表示されます。 

 

 

 

1) 属性選択 

 時系列情報を持った属性の一覧から、時系列の開始日時、終了日時を表す属性を選択します。 

 時系列レイヤーとして登録するには開始の属性が必須となります。 

 

2) 設定 

 時系列属性を登録することで、レイヤーを時系列レイヤーとして登録します。 

 時系列レイヤーとして登録されたレイヤーは WMS リクエストの URL に、TIME パラメータが必須と

なります。 

 

3) 設定解除 

 時系列レイヤーとして登録されたレイヤーの時系列属性設定を解除し、通常のベクトルレイヤーと

して利用します。 

1．属性選択 

時系列情報をもった属性の一覧か

ら選択します。 

2．設定 

時系列レイヤーとして設定します。 

3．設定解除 

レイヤーの時系列情報の設定を解

除します。 
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3.5.5. データ編集 

 ベクトルレイヤーのデータの編集を行います。シェープファイルまたは、GeoJSON ファイルをア

ップロードすることで、既存のレイヤーに追加登録、データの差し替え、レイヤーを削除して再登録

を行います。 

 

 

 

 

 

 

1) 追加（マージ） 

 レイヤーにアップロードしたベクトルデータを追加します。レイヤーの属性名、属性型と一致した

属性データが追加されます。 

 

2) 差し替え 

 登録されているデータを削除して、アップロードしたベクトルデータでデータを差し替えます。 

 

3) 再登録 

 レイヤーを削除して、アップロードしたベクトルデータで新たにレイヤー登録します。 

レイヤーID を変更せずにレイヤーを登録できますが、スタイル設定は初期化されます。 

1．追加（マージ） 

レイヤーにデータを追加します。 

2．差し替え 

レイヤーデータを削除して、データ

を差し替えます。 

3．再登録 

レイヤーを削除して、新たにレイヤ

ーを登録します。 

5．アップロード 

設定に従ってファイルをアップロード

します。 

6．ファイル選択 

データ形式に従ってアップロードする

ZIP ファイルを選択します。 

5．データ形式 

アップロードするベクトルデータのデ

ータ形式を選択します。 

4．アップロード設定 

アップロードするベクトルデータ

の座標系、文字コード、タイムゾー

ンを指定します。 
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4) アップロード設定 

 ・座標系 

  アップロードするシェープファイルの座標系を指定します。 

 ・文字コード 

  シェープファイルの属性データの文字コードが SJIS の場合はチェックします。 

  GeoJSON の文字コードが SJIS の場合はチェックします。 

 ・タイムゾーン 

  属性データに Timestamp 型がある場合、タイムゾーンを設定します。 

 

5) データ形式 

 アップロードするファイルの形式をシェープファイル、GeoJSON から選択します。 

 

6) ファイル選択 

 PC 内の選択したデータ形式のデータを ZIP 圧縮したファイルから、アップロードするファイルを

選択します。 

 

7) アップロード 

 ベクトルデータをアップロードします。 
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3.5.6. 定期更新設定 

 ベクトルレイヤーを設定した更新設定に従ってシェープファイルまたは GeoJSON ファイルのダ

ウンロードを行い、データの追加登録、差し替えを行います。 

 

 

 

 

 

 

1) 前回更新日時 

 定期更新設定に従ってレイヤーの更新が行われた場合、前回更新日時が表示されます。 

 

2) 更新日程設定 

 更新を行う日時の設定を「更新停止」「日時指定」「定期更新」から選択して設定します。 

 ・更新停止 

  定期更新を停止します。 

 

1．前回更新日時 

更新が行われた場合に表示する日時です。 

3．ベクトルデータ取得 URL 

ダウンロード可能なデータの URL を入力

します。 

2．更新日程設定 

レイヤーの更新日程の設定を行います。 

4．データ更新設定 

データの更新方法を追加(マージ)、差し換

えから選択します。 

5．データ形式 

更新に利用するデータ形式を選択します。 

6．座標系 

データに座標系が設定されていない場合

に適応する座標系を選択します。 

7．文字コード 

属性データの文字コードを選択します。 

8．タイムゾーン 

属性データの Timestamp型のタイムゾー

ンを選択します。 

9．定期更新設定 

定期更新設定を設定します。 
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 ・日時指定 

  日時を指定指定して更新を行います。日時指定の場合、更新は 1回のみ行われます。 

 

 

 ・定期更新 

  「繰り返し」は定期更新設定を登録した時刻を基準に指定した間隔で更新を行います。 

 

  「毎時」何分に更新を行うか設定します。 

 

  「毎日」何時何分に更新を行うか設定します。 

 

  「毎週」何曜日何時何分に更新を行うか設定します。 

 

 「毎月」何日何時何分に更新を行うか設定します。31 日等、来月最終日より後の日時が指定さ

れている場合は、来月の最終日に更新が行われます。 

 

 

3) ベクトルデータ取得 URL 

 ベクトルレイヤーの定期更新を行うため、ダウンロード可能なデータの URL を記述します。 

シェープファイルは ZIP 圧縮されたファイルの URL を記述して下さい。GeoJSON ファイルは ZIP 圧

縮、もしくは拡張子「txt」「json」「geojson」のテキストファイルの URL を記述して下さい。 
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4) データ更新設定 

 ・追加(マージ) 

  レイヤーにアップロードしたベクトルデータを追加します。レイヤーの属性名、属性型と一致し

た属性データが追加されます。 

 ・差し換え 

  登録されているデータを削除して、アップロードしたベクトルデータでデータを差し替えます。

レイヤーの属性名、属性型と一致した属性データが追加されます。 

 

5) データ形式 

 アップロードするファイルの形式をシェープファイル、GeoJSON から選択します。 

 

6) 座標系 

 更新に利用されるベクトルデータに座標系が設定されていない場合に、利用する座標系を設定しま

す。 

 

7) 文字コード 

シェープファイルの属性データの文字コードを SJIS か UTF-8 から選択します。 

GeoJSON の文字コードを SJIS か UTF-8 から選択します。 

 

8) タイムゾーン 

 属性データに Timestamp 型がある場合、タイムゾーンを設定します。 

 

9) 定期更新設定更新 

 定期更新設定を更新します。 
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3.5.7. 凡例設定 

ベクトルレイヤーの凡例の管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、

凡例設定ページがポップアップ内のタブに表示されます。 

 初期設定ではスタイルの設定に従って凡例が出力されますが、ユーザーが指定した画像に凡例を変

更できます。 

 

 

 

 

 

 

1) デフォルトの凡例を利用する 

 レイヤーのスタイル設定に従って出力される凡例を利用します。初期状態では、この設定が選択さ

れます。 

 

2) 凡例情報の表示、削除、選択 

ラジオボタンを選択する事で、選択した凡例画像が選択状態になります。  

「凡例画像」「凡例の名称」「画像サイズ」を表示します。「削除」から凡例画像を削除します。 

 

3) 凡例の変更 

 ラジオボタンで選択されている凡例を出力するように設定を変更します。 

 

4) 凡例アップロード 

 「参照」を押して自分のコンピュータの凡例画像を選択して下さい。「画像アップロード」を押す

とアップロードされ凡例情報一覧に表示されます。

1．デフォルトの凡例を利用する 

レイヤーのスタイルの設定に従って凡

例を出力します。 

3．凡例の変更。 

ラジオボタンで選択された凡例が表示

されるように設定します。 

4．凡例アップロード 

PC 内の画像を選択し、凡例をア

ップロードします。 

2．凡例情報の表示、削除、選択 

アップロードされた凡例の画像、情報の

表示、凡例の削除、選択を行います。 
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3.5.8. スタイル設定 

ベクトルレイヤーのスタイル設定の管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタ

イルの「設定」から、スタイル設定ページがポップアップに表示されます。 

 登録したレイヤーの描画設定を行います。 

 

 

 

1) 描画設定一覧 

 「描画設定」 

 描画設定の一覧を表示します。 

 自動的に描画の設定するフォームの表示を行い指定した設定値に従って、描画設定を自動的に作

成します。 

 描画設定の値を確認し変更を行うことで、描画設定の詳細な編集を行います。 

 

「エディタ」 

 XML 形式のテキストを編集することで、スタイル設定を変更します。

3．凡例画像 

設定されている塗り分け

設定を表示します。 

5．属性の値確認 

レイヤーの属性にどのよ

うな値が含まれているか

確認します。 

2．塗り分け設定画面 

選択された塗り分け設定の画面が

表示されます。 

1．塗り分け設定一覧 

レイヤーの塗り分けを行う設定ペ

ージを切り換えます。 

4．マップの縮尺設定 

設定した縮尺設定の範囲

を表示します。 
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2) 描画設定画面 

 「1, 描画設定一覧」で選択された描画設定画面が表示されます。 

 

3) 凡例画像 

 レイヤーに設定されているスタイル設定の凡例画像を表示します。スタイル設定の更新時に凡例画

像も更新されます。 

 

4) 縮尺設定 

 設定された縮尺の最大値、最小値を表示します。 

 

5) 属性の値確認 

選択されたレイヤーの属性の値を表示します。 

文字列型の属性は 30 ずつ表示されます。「値追加」で表示される属性値を追加します。 

 

数値型の属性は「最大値」「最小値」「平均値」「標準偏差」を表示します。 
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3.5.9. スタイル描画設定一覧 

ベクトルレイヤーのスタイル設定を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタイルの

「設定」から、スタイル描画一覧ページがポップアップ内のタブに表示されます。 

 登録されているスタイル設定の一覧を詳細表示します。描画設定では設定できない、詳細な設定を

行います。 

 

「自動描画設定表示」 

レイヤーの描画設定を自動的に作成するフォームを表示します。「3.5.8 スタイル自動描画設定」

を参考にしてください。 

 

「共通」設定 

レイヤーの描画設定は、色の設定一つに一つの描画設定が作成されます。描画設定の判別をつける

ため、描画設定の個別の設定を行います。 

 

① 凡例ラベル 

凡例では色ごとに設定の名前を表示できます。「凡例ラベル」に記入することで凡例に名称

を表示します。 

 

② 最小縮尺、最大縮尺 

描画設定ごとに、表示できる縮尺の範囲を設定できます。 

 

 

「属性」設定 

属性の値を利用して、描画設定の表示に制限をかける事が出来ます。 

 

① 複数の属性選択時の指定 

属性が追加され複数の条件で表示の制限を行う場合、「AND」「OR」のいずれかを選択する必

要があります。 

 

② 属性選択 

表示制限に利用する属性を選択します。 

 

③ 条件式 

選択した属性の値と、記入した「④値」との条件式を選択します。 

「>」「≧」「<」「≦」「=」「≠」「null」「not null」から選択して下さい。 

 

①
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④ 値 

属性の値に対して、制限をかけるための値を記入します。 

「値」と「③条件式」から属性の値を利用して表示制限を設定します。 

 

⑤ 削除 

属性設定を削除します。 

 

⑥ 属性設定追加 

属性設定を追加します。複数の属性設定を指定するため「①複数の属性選択時の指定」を

設定する必要があります。 

 

 

「ポイント」設定 

座標が一つしかない点の表示設定を行います。あらかじめ登録された点の形状の指定、外枠の線の

設定を行います。アイコン画像を点として表示することも出来ます。 

 

① 点の形状 

地図に点を表示する際の形状を選択します。 

「丸」「四角」「X」「十字」 

点を指定した形状に設定します。 

「画像」 

アイコン画像を表示します。「②点の色」が選択できなくなり、「アイコン画像選択」で画

像を指定できるようなります。 

 

② 点の色 

点の形状で「画像」以外を指定した場合、点の塗りつぶし色を選択できます。 

 

③ 点のサイズ 

点のサイズ、アイコン画像のサイズを指定します。数値のみ指定できます。 

 

④ 点の透明度 

点の透明度を指定します。0～1 の間で数値のみ指定できます。 

 

⑤ アイコン画像選択 

「①点の形状」で「画像」を選択した場合、画像選択フォームを表示し、登録したアイコ

ン画像を選択できます。 

ログイン中のユーザー公開されているマップのアイコン画像を利用する事が出来ます。 
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画像を選択すると「選択画像」にアイコン画像の名前が表示されます。選択された画像でよ

ろしければ、「適応」で設定に反映します。 

 

 

点の外枠の表示設定を行います。 

詳細は、「ライン設定」を参考にして下さい。 

 

 

「ライン」設定 

線の表示設定を行います。 

 

① 種類 

線の形状を指定します。 

「直線」「点線」 

線を指定した形状で表示します。 

「鎖線」 

線を「⑥鎖線の間隔」で指定した間隔で、線を表示します。 

 

② 線の色 

線の色を指定します。 
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③ 線の幅 

線の幅を指定します。数値しか記入できません。 

 

④ 線の透明度 

線の透明度を指定します。0～1 の間で数値のみ指定できます。 

 

⑤ 鎖線の間隔 

「①線の形状」で「鎖線」を選択した場合、編集できるようになります。 

線の間隔を「，区切り」で記入します。 

記入された数値は「線の長さ,間隔の長さ,線の長さ」の順番で鎖線が表現されます。 

 

 

「ポリゴン」設定 

開始点と、終了点が同じ位置にある、閉じた多角形の表示設定を行います。内側の面の塗りつぶしと、

外枠の線の表示設定を行います。 

 

① 面の塗りつぶし 

面の塗りつぶし方法を指定します。 

「塗りつぶし」 

指定した色で面を塗りつぶします。 

「画像」 

テクスチャ画像を面に並べて表示します。「②面の色」が選択できなくなり、「⑤テクスチ

ャ画像選択」で画像を指定します。 

 

② 面の色 

「①面の塗りつぶし」で「塗りつぶし」を選択した場合、色を選択できます。 

 

③ 面の透明度 

面の透明度を指定します。0～1 の間で数値のみ指定できます。 

 

④ テクスチャサイズ 

「①面の塗りつぶし」で「画像」を選択した場合、テクスチャサイズを数値でして id 来

ます。 

 

⑤ テクスチャ画像選択 

「①面の塗りつぶし」で「画像」を選択した場合、画像選択フォームが表示され、登録

したテクスチャ画像を選択します。 

ログイン中のユーザー公開されているマップのアイコン画像を利用する事が出来ます。 
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ポリゴンの外枠の表示設定を行います。 

詳細は、「ライン設定」を参考にして下さい。 

 

 

 「ラベル」設定 

選択された属性の値がスタイル設定に従い、地図上に文字列で表示されます。 

 

① ラベルの属性選択 

表示するレイヤーの属性を選択します。属性に含まれる文字列がラベルに表示されます。 

 

② フォントの色 

フォントの色を設定します。 

 

③ フォントのサイズ 

文字サイズを設定します。数値のみ入力できます。 

 

④ フォントの表示位置 

ラベルの開始する位置を設定します。上下、左右それぞれ表示位置を設定できます。 

左,右では負の値で左方向へ、正の値で右方向へ表示位置が移動します。 

下,上では負の値で下方向へ、正の値で上方向へ表示位置が移動します。 

 

⑤ ラベルの回転 

ラベルの表示時に角度をつけるか設定します。 

０度では中心から水平方向の右側にラベルが表示されます。 

90 度では中心から垂直方向上側にラベルが表示されます。 
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 「描画設定削除」 

描画設定を削除します。 

削除後メッセージが表示され、「更新の適応」を行うことで、実際の描画設定から削除されます。 

 

 

 

 「描画設定追加」 

 描画設定を追加します。 

 

 

 「更新の適応」 

 各描画設定の更新を適応し、レイヤーの描画設定を更新します。
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3.5.10. スタイル自動描画設定 

 ベクトルレイヤーのスタイル設定を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタイルの

「スタイル自動描画設定」から、スタイル描画設定ページがポップアップ内のタブに表示されます。 

指定した描画設定から自動的にスタイル設定を作成します。 

 

 

 

1) 描画設定対象レイヤー 

 描画設定の対象レイヤー名が表示されます。 

 

2) シンボルの色設定 

 レイヤーの属性の値を利用して色の描画を行います。「値ごとの描画」「値が含まれる範囲ごとの描

画」「値の並びからの描画」を選択し、どのような色の表現を行うか指定することで、スタイル設定

を作成します。 

 

① 属性の選択 

描画設定を行う属性を選択します。 

 

② 属性の分割方法 

描画をどのように行うか属性の分類方法を選択します。 

選択した属性が「文字列型」である場合は、「属性の値ごとに分割」します。 

選択した属性が「数値型」である場合は、以下の 3 つから選択します。 

「属性の値ごとに分割」 

「属性の値を等間隔で分割」 

①

②

③

④

⑥⑤

⑦
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「属性の値を等量（小さい物から順に並べた属性を分割数ごとに選択）に分割」 

 

③ 分割数 

属性の値の分割数を設定します。この値より属性の値の数が少ない場合は、属性の値の数だ

け分割されます。 

 

④ 色の表現方法 

色の描画方法を選択します。 

「ランダム」 

分割された値ごとに、自動的に色を作成して表現します。 

「グラデーション」 

「⑤色の選択」で指定した「開始色」「終了色」に従って、値ごとに段階的に表現します。 

 

⑤ 色の選択 

「④色の表現方法」で「グラデーション」が指定された場合、「開始色」「終了色」の色を選

択します。 

    のボタンを押す事で、色設定フォームが表示されます。 

 

色を選択し、「適応」から色を反映します。 

 

⑥ 透明度 

スタイル設定の透明度を指定します。0～1 の間で設定でき、0 では完全に透明、1 では不透

明に設定されます。 

  

3) ラベルの表示設定 

 地図にレイヤーを表示する際、属性の値をラベルとして表示するか選択します。チェックボックス

を選択する事で、ラベルの設定が行えます。 

表示したい属性を選択して、ラベルのフォントの大きさを数値で指定して下さい。 

 

4) 縮尺設定 

 レイヤーの表示を行う縮尺範囲を設定します。 

マップの縮尺設定を行っている場合、その値が参考値としてあらかじめ設定されます。  

「大縮尺」は地図を拡大する際の表示設定です。設定値以上に拡大しても地図が表示されません。 

「小縮尺」は地図を縮小する際の表示設定です。設定値以上に縮小しても地図は表示されません。 
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5) 確認 

 指定したスタイルの設定を確認するため、確認フォームが表示されます。 

 

6) 確認フォーム 

 「色設定」 

指定された「属性の値」に対応する「色」が表示されます。「色選択」で色の変更、「値」で対応す

る属性の値を変更します。 

 

「ラベル設定」 

ラベルとして表示する「属性名」と「フォントサイズ」が表示されます。 

 

「縮尺設定」 

設定されたレイヤーの表示を行う縮尺範囲を表示します。 

 

7) 描画実行 

 指定された表示設定でスタイル設定を作成します。 
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3.5.11. スタイルエディタ 

ベクトルレイヤーのスタイル設定を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタイルの

「設定」から、エディタページがポップアップ内のタブに表示されます。 

 

 

 

1) スタイルエディタ 

Styled Layer Descriptor（SLD）を記述します。既存のスタイル設定（SLD）をテキストエディタ

で開き、コピーアンドペーストで貼り付けて下さい。 

SLD の参照する属性を指定する PropertyName の属性名に全角英数字が含まれる場合、半角英数字

に変換されます。 

ExternalGraphic でアイコンやテクスチャを利用する際に、「アイコンアップロード」でアップロ

ードしたアイコンやテクスチャを指定する場合は以下のようにします。 

アップロードした画像の名称が「sample.png」の場合、<OnlineResource>の xlink:href では

「xlink:href=”sample.png”」のように xlink:href=“画像の名称”として下さい。 

 

2) スタイル更新 

 エディタに記述されている設定で、スタイル設定を更新します。 
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3.5.12. メタデータ設定 

レイヤーのメタデータの管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のメタデータの「編

集」から、レイヤーメタデータ設定ページがポップアップに表示されます。 

メタデータ編集の詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

 

 

1) 基本設定 

メタデータの必須項目のみを編集します。この項目の編集でメタデータに登録できます。 

  問合せ先はマップのメタデータで記入した問い合せ先が利用されます。 

 

2) 詳細設定 

メタデータの詳細な編集を行います。 

 

3) エディタ、アップロード 

エディタを利用して直接文章を編集します。 

詳細は「エディタ編集」を参照して下さい。
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3.6. ラスターマップ管理 

座標系を持ったラスター画像を登録します。主に航空写真等、複数の色情報を持ったカラー画像を

登録します。 

 

 

3.6.1. 基本情報設定 

 ラスターマップの情報を編集します。縮尺設定を行いラスターレイヤの表示制限を行います。 

 

 
 

 

 

 

 

1) タイトル、説明、キーワード 

マップの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。ここの情報は WMS の Capabilities に

反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2) 表示縮尺範囲 

 マップの表示する縮尺範囲を設定します。ラスターマップでは、ここで設定された値に従って縮尺

の表示範囲が設定されます。 

「大縮尺」は地図を拡大する際の表示設定です。設定値以上に拡大しても地図が表示されません。

「小縮尺」は地図を縮小する際の表示設定です。設定値以上に縮小しても地図は表示されません。 

 

3) 四隅の範囲確認 

 マップの最大範囲を確認します。編集を行う事は出来ません。 

 

4) 更新 

 記述された内容に従って、マップの情報を更新します。 

1．タイトル、説明、キーワード 

「タイトル」「説明」「キーワード」の

編集を行います。 

タイトルの記述は必須となります。 

2．表示縮尺範囲 

マップの表示縮尺の目安を設定しま

す。 

 

4．更新 

記入された変更を更新します。 

3．四隅の範囲確認 

マップの範囲を表示します。ラスター

マップで範囲は変更できません。 
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3.6.2. マップ公開管理 

ユーザーごとにマップの公開設定を行います。ユーザーの権限が「編集者」の他のユーザーにマッ

プを公開するか設定します。 

詳細は、「マップ共有設定」を参照して下さい。 

 

 

3.6.3. アップロード 

ワールドファイルを持った画像をアップロードすることで、レイヤー登録を行います。 

ラスターを一度アップロードすると、レイヤーを削除しない限り再度アップロードできません。 

 

 

 

 

操作手順 

1)  登録状況確認 

別のユーザーが登録作業をしている間は、データの登録作業が出来ません。現在、サーバーにデー

タが登録可能か表示します。 

 

3．ファイル選択 

アップロードするファイ

ルを選択して下さい。 

4．送信 

選択した ZIP ファイルをアップロードします。 

5．送信済みファイル選択 

登録するファイルを選択して下さい。 

6．登録 

選択した ZIP ファイルを登録します。 

1．登録状況確認 

データの登録作業が可能かどう

か表示します。 

2．座標系選択 

座標系は必ず選択して下さい。 

 

2．タイトル 

登録するデータのタイトルを必

ず記入して下さい。 
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2)  タイトル 

レイヤーのタイトルを記入します。タイトルは必ず記入して下さい。 

 

3)  座標系選択 

 座標系は必ず選択して下さい。詳細は「3.4.4 アップロード」を参照して下さい。 

 

4)  アップロードファイル選択 

アップロードファイル選択の「参照」を押して、自分のコンピュータの中のファイルを選択します。 

画像ファイルとそれに対応するワールドファイル、もしくは Geotiff 画像を ZIP 圧縮したファイル

をアップロードします。 

複数の座標の定義された画像を一つの ZIP ファイルに圧縮したファイルをアップロードできます。

この場合、複数の画像を一つのレイヤーに登録します。 

 

5)  送信 

選択したファイルをアップロードします。送信後、画像の変換を行います。 

 

6)  送信済みファイル選択 

インストール時に指定したディレクトリ(標準では/map)内に、アップロード用のディレクトリが作

成されます。ユーザーごとにディレクトリが作成され、ログイン中のユーザーのフォルダ内に送信さ

れた zip ファイルの一覧が表示されます。 

一覧に表示されたファイルから登録する zip ファイルを選択します。 

・アップロード用ディレクトリへのパスの例 

/map/upload/ユーザーID/raster/ 

 

 

既に画像がレイヤーとして登録されている場合、以下のような画面が表示されます。 

アップロードする場合、「レイヤー編集」でレイヤーを削除して下さい。 
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3.6.4. レイヤー編集 

 ラスターマップでは、他のマップとは違いレイヤーが一つしか登録できません。そのため、マップ

の設定がそのままレイヤーの設定となります。 

 「レイヤー編集」では、マップのプレビューの確認と削除行います。 

 

 
 

操作手順 

1)  凡例 

「凡例設定」を参考にして下さい。 

 

2)  地図プレビュー 

マップに登録されているレイヤー全てを表示するプレビュー画面を、別ウィンドウで表示します。 

 

3)  公開設定 

レイヤーをクリアリングハウス経由で公開するかどうか設定します。初期設定では「公開」する設

定になっております。 

「公開」を選択すると、出力される Capabilities に設定したレイヤーが記述されます。 

   

4)  削除 

 登録したレイヤーを削除します。
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3.6.5. メタデータ編集 

 クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

3.6.6. 出力確認 

 登録したレイヤーの出力形式を確認します。詳細は「出力確認」を参照して下さい。 
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3.7. WCS マップ管理 

 座標系を持ったラスター画像を登録します。主にグレースケールや白黒画像を登録します。 

 

 

3.7.1. 基本情報管理 

 WCS マップの基本情報を編集します。詳細は「基本情報設定」を参照して下さい。 

 

 

3.7.2. マップ公開管理 

ユーザーごとにマップの公開設定を行います。ユーザーの権限が「編集者」の他のユーザーにマッ

プを公開するか設定します。 

詳細は、「マップ共有設定」を参照して下さい。 
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3.7.3. アップロード 

 WCS マップに、座標系を持ったグレースケールや白黒画像を登録します。 

アップロードするファイルは一つのレイヤーに一つの画像を登録できます。一度に複数の画像を登

録する事は出来ません。 

 

 

 
 

 

操作手順 

1) 登録状況確認 

別のユーザーが登録作業をしている間は、データの登録作業が出来ません。現在、サーバーにデー

タが登録可能か表示します。 

 

2) タイトル 

レイヤーのタイトルを記入します。タイトルは必ず記入して下さい。 

 

5．ファイル選択 

アップロードするファイ

ルを選択して下さい。 

6．送信 

選択した ZIP ファイルをアップロードします。 

8．登録 

選択した ZIP ファイルを登録します。 

1．登録状況確認 

データの登録作業が可能かど

うか表示します。 

4．座標系選択 

座標系は必ず選択して下さい。 

 

2．タイトル 

登録するデータのタイトルを必

ず記入して下さい。。 

3．データ型の指定 

登録するデータの型を指定して

下さい。 

7．送信済みファイル選択 

登録するファイルを選択して下さい。 
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3) データ型の指定 

 WCS にデータを登録する際、「Geotiff」「WorldImage」を登録できますが、登録する際にどちらの

データ型を登録するか指定する必要があります。 

 「Geotiff」 

座標と座標系が指定された Tiff 画像。 

 「WorldImage」  

画像と画像形式に対応するワールドファイル。 

 

4) 座標系選択 

座標系は必ず選択して下さい。 

選択方法の詳細は「シェープファイルアップロード」を参照して下さい。 

 

5) アップロードファイル選択 

アップロードファイル選択の「参照」を押して、自分のコンピュータの中のファイルを選択します。 

画像ファイルとそれに対応するワールドファイル、もしくは Geotiff 画像を ZIP 圧縮したファイル

をアップロードします。 

登録できる画像は一つのレイヤーに一つの画像データとなります。 

 

6) 送信済みファイル選択 

インストール時に指定したディレクトリ(標準では/map)内に、アップロード用のディレクトリが作

成されます。ユーザーごとにディレクトリが作成され、ログイン中のユーザーのフォルダ内に送信さ

れた zip ファイルの一覧が表示されます。 

一覧に表示されたファイルから登録する zip ファイルを選択します。 

・アップロード用ディレクトリへのパスの例 

/map/upload/ユーザーID/wcs/ 

 

7) 送信 

選択したファイルをアップロードします。送信後、画像の変換を行います。 
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3.7.4. レイヤー編集 

 マップに登録されたレイヤーの管理を行います。レイヤーの基本情報、メタデータの編集から公開

情報の編集を行います。また、スタイル設定や並び順を変更する事で、マップの描写を編集します。 

 

レイヤー情報の編集の詳細は「WCS レイヤー管理」を参照して下さい。 

 

 

 

 

① 選択レイヤーー削除 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーを削除します。 

 

② レイヤー並び順変更 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーの並び順を変更する事で、レイヤー全

体の並び順を変更します。 

 

③ レイヤーの種類 

登録されたレイヤーのジオメトリの種類をアイコンで表示します。 

 ラスター 

 

④ レイヤー情報編集 

レイヤーの基本情報、属性、凡例を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「3.8.2 レイヤー設定」を参照して下さい。 

① 

③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ④ 

② 



 82 

 

⑤ スタイル設定 

レイヤーの表示設定を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「スタイル設定」を参照して下さい。 

 

⑥ レイヤーメタデータ編集 

レイヤーのメタデータを編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

⑦ レイヤープレビュー 

レイヤーのみを表示するプレビュー画面を別ウィンドウで表示します。 

 

⑧ レイヤー公開設定 

レイヤーをクリアリングハウス経由で公開するかどうか設定します。初期設定では「公開」する設

定になっております。 

「公開」を選択すると、出力される Capabilities に設定したレイヤーが記述されます。 

 

⑨ レイヤー削除 

レイヤーを削除します。 

 

 

3.7.5. メタデータ編集 

クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

 

 

3.7.6. 出力確認 

 登録したレイヤの出力形式を確認します。詳細は「出力確認」を参照して下さい。 
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3.8. WCS レイヤー管理 

 「レイヤー編集」画面で WCS レイヤーの詳細管理を行います。 

 

3.8.1. レイヤー並び順変更 

 レイヤーの表示順を変更します。表の並び順に Capability、プレビュー画面のレイヤーの順番が

設定されます。 

 詳細は「レイヤー並び順変更」を参照して下さい。 

 

 

 

1．移動するレイヤーの選択 

移動を行うレイヤーのチェックボック

スを選択します。複数のレイヤーを同時

に移動できます。 

2．並び順の変更 

選択したレイヤーを上下どの方向に並

べるか選択します。 
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3.8.2. レイヤー設定 

レイヤー情報を編集します。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、レイヤー設定

ページがポップアップで表示されます。 

 

 

 

 

 

1) タイトル、説明、キーワード 

レイヤーの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。ここの情報は WMS、WFS の Capabilities

のレイヤーの情報に反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2) 表示縮尺範囲 

Capabilities の Layer に記述する表示縮尺、最大範囲を設定します。 

 

3) 著作権情報 

Capabilities の Layer に記述するデータの著作権情報を記述します。 

 

4) 更新 

記述された内容に従って、レイヤーの情報を更新します。 

1．タイトル、説明、キーワード 

レイヤーのタイトル、説明、キーワード

を編集します。 

タイトルは必ず記入して下さい。 

2．表示縮尺の表示 

Capabilities のレイヤーに記述する表示

縮尺を設定します。 

4．更新 

記入された変更を更新します。 

3．著作権情報 

レイヤーに登録したデータの著作権情

報を記述します。 
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3.8.3. 凡例設定 

「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、凡例設定ページがポップアップ内のタブに

表示されます。 

 初期設定ではスタイルの設定に従って凡例が出力されますが、ユーザーが指定した画像に凡例を変

更できます。 

 詳細は、「凡例設定」を参照して下さい。 

  

 

3.8.4. スタイル設定 

 

WCS レイヤーのスタイル設定の管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタイル

の「設定」から、スタイル設定ページがポップアップに表示されます。 

 登録したレイヤーの描画設定を行います。 

 

 

1) 塗り分け設定一覧 

「描画設定」 

詳細な設定の変更を行い、スタイル設定を行います。 

「エディタ」 

SLD 形式のスタイル設定を直接記入する事で編集します。 

3．凡例画像 

設定されている塗り分け

設定を表示します。 

5．画像の統計情報 

登録された画像の画素の

値の統計情報を表示しま

す。 

2．塗り分け設定画面 

選択された塗り分け設定の画面が

表示されます。 

1．塗り分け設定一覧 

レイヤーの塗り分けを行う設定ペ

ージを切り換えます。 

4．縮尺範囲 

設定されている縮尺の範

囲を表示します。 
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2) 描画設定画面 

「1, 塗り分け設定一覧」で選択された描画設定が表示されます。 

 

3) 凡例画像 

レイヤーに設定されているスタイル設定の凡例画像を表示します。スタイル設定の更新時に凡例画

像も更新されます。 

 

4) 縮尺設定 

設定されている縮尺の最大値、最小値を表示します。 

 

5) 画像の統計情報 

選択されたレイヤーの画像の統計値を表示します。 

「最大値」「最小値」「平均値」「標準偏差」が表示されます。 
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3.8.5. スタイル描画設定 

WCS レイヤーのスタイル設定を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタイルの「設

定」から、スタイル描画設定ページがポップアップ内のタブに表示されます。 

 登録されているスタイル設定を詳細表示します。 

 

 

① 最小縮尺、最大縮尺 

描画設定ごとに、表示できる縮尺の範囲を設定できます。 

 

② ラベル 

凡例に表示される、色設定のラベルを記入します。どの色がどの値を指定しているか確認に

使用されます。 

 

③ 値 

描画の分割を行う値を記入します。記述した値より大きい画素値が「⑥色」で設定した色に

描画られます。 

設定されえる「値」は小さい値から順に設定します。値の並び順はスタイル設定作成時、自

動的に整列します。 

 

④ 色 

設定されている「⑤値」の範囲内の色を設定します。 

 

⑤ 透明度 

設定ごとに透明度を指定します。0～1 の間で設定でき、0 では完全に透明、1 では不透明に

設定されます。 
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⑥ 削除 

設定を削除します。 

 

⑦ 色設定追加 

設定を追加します。設定の最後尾に新たな色設定が追加されます。 

 

 

 

3.8.6. スタイル自動描画設定 

 

指定した描画設定から自動的にスタイル設定を作成します。 

 

 

 

 

1) 描画設定対象レイヤー 

描画設定の対象レイヤー名が表示されます。 

①

②

③

④

⑤

⑥
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2) 属性値から分類設定 

WCS レイヤーの画像の値を利用して色の描画を行います。「値を等間隔で色分け」することで、ス

タイル設定を作成します。 

 

① 画像の分割方法 

画像の値を「最大値」「最小値」から「②分割数」の値に従って、「値を等間隔で色分け」し

ます。 

 

② 分割数 

画像の「最大値」「最小値」の差の「分割数」を設定します。 

 

③ 色の表現方法 

色の描画方法を選択します。 

「ランダム」 

分割された値ごとに、自動的に色を作成して表現します。 

「グラデーション」 

「④色の選択」で指定した「開始色」「終了色」に従って、値ごとに段階的に表現します。 

 

④ 色の選択 

「④色の表現方法」で「グラデーション」が指定された場合、「開始色」「終了色」の色を選

択します。 

 

⑤ 透明度 

スタイル設定の透明度を指定します。0～1 の間で設定でき、0 では完全に透明、1 では不透

明に設定されます。 

 

3) 縮尺設定 

レイヤーの表示を行う縮尺範囲を設定します。 

マップの縮尺設定を行っている場合、その値が参考値としてあらかじめ設定されます。  

「大縮尺」は地図を拡大する際の表示設定です。設定値以上に拡大しても地図が表示されません。 

「小縮尺」は地図を縮小する際の表示設定です。設定値以上に縮小しても地図は表示されません。 

 

4) 確認 

指定したスタイルの設定を確認するため、確認フォームを表示します。 

 

5) 確認フォーム 

 「色設定」 

指定された「属性の値」に対応する「色」が表示されます。「色選択」で色の変更、「値」で対応す

る属性の値を変更します。 

 

「縮尺設定」 

設定されたレイヤーの表示を行う縮尺範囲を表示します。 

 

6) 塗り分けの実行 

 指定された表示設定でスタイル設定を作成します。 
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3.8.7. スタイルエディタ 

WCS レイヤーのスタイル設定を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のスタイルの「設

定」から、エディタページがポップアップ内のタブに表示されます。 

スタイルを直接エディタで編集します。エディタの詳細は「3.4.10 エディタ」を参照して下さい。 

 

 

 

1) スタイルエディタ 

Styled Layer Descriptor（SLD）を記述します。既存のスタイル設定（SLD）をテキストエディタ

で開き、コピーアンドペーストで貼り付けて下さい。 

 ColorMapEntry の「quantity」は必ず小さい値から記述して下さい。登録時にエラーとなります。 

 

2) テキスト更新 

エディタに記入されている設定で、スタイル設定を更新します。 

 

 

3.8.8. メタデータ設定 

レイヤーのメタデータの管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のメタデータの「編

集」から、レイヤーメタデータ設定ページがポップアップに表示されます。 

メタデータ編集の詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 
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3.9. KML マップ管理 

 

3.9.1. 基本情報管理 

 KML マップの基本情報を編集します。詳細は「基本情報設定」を参照して下さい。 

 

 

3.9.2. マップ公開管理 

ユーザーごとにマップの公開設定を行います。ユーザーの権限が「編集者」の他のユーザーにマッ

プを公開するか設定します。 

詳細は、「マップ共有設定」を参照して下さい。 
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3.9.3. アップロード 

 KML マップに、KML,KMZ ファイルを登録します。 

 

 

 

操作手順 

 

1) タイトル 

レイヤーのタイトルを記入します。タイトルは必ず記入して下さい。 

 

2) アップロードファイル選択 

アップロードファイル選択の「参照」を押して、自分のコンピュータの中のファイルを選択します。 

KML、もしくは圧縮形式である KMZ をアップロードします。 

登録できる画像は一つのレイヤーに一つの KML となります。 

 

3) URL 

サーバー管理者にあらかじめ指定されたディレクトリに zip 圧縮されたファイルを送信します。 

一覧に表示された送信されたファイルを選択します。 

 

4) 送信 

選択したファイルをアップロードします。送信後、KML の変換を行います。 

2．ファイル選択 

アップロードするファイルを

選択して下さい。 

3．送信 

選択した KML,KMZ をアップロードします。 

5．登録 

選択した URL を登録します。 

1．タイトル 

登録するデータのタイトルを必

ず記入して下さい。 

4．登録 

利用可能な、KML,KMZ への URL を記述します。 
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3.9.4. レイヤー編集 

 マップに登録されたレイヤーの管理を行います。レイヤーの基本情報、メタデータの編集から公開

情報の編集を行います。 

 

 

 

① 選択レイヤーー削除 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーを削除します。 

 

② レイヤーの種類 

登録されたレイヤーの種類をアイコンで表示します。 

 XML レイヤー 

 

③ レイヤー情報編集 

レイヤーの基本情報、更新設定、凡例を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「KML レイヤー管理」を参照して下さい。 

 

④ レイヤーメタデータ編集 

レイヤーのメタデータを編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

⑤ レイヤープレビュー 

レイヤーのみを表示するプレビュー画面を別ウィンドウで表示します。 

 

⑥ レイヤー公開設定 

レイヤーをクリアリングハウス経由で公開するかどうか設定します。初期設定では「公開」する設

定になっております。 

「公開」を選択すると、出力される Capabilities に設定したレイヤーが記述されます。 

 

⑦ レイヤー削除 

レイヤーを削除します。 

 

 

3.9.5. メタデータ編集 

クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。

① 

③ ⑤ ⑥ ⑦ ④ ② 
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3.10. KML レイヤー管理 

 

3.10.1. レイヤー設定 

レイヤー情報を編集します。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、レイヤー設定

ページがポップアップで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

1) タイトル、説明、キーワード 

レイヤーの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。WMS、WFS の Capabilities のレイヤ

ーの情報に反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2) 表示縮尺範囲 

レイヤーの縮尺範囲を表示します。レイヤーのスタイルで設定された際の縮尺範囲の値が表示され

ます。 

 

3) 著作権情報 

Capabilities のレイヤー情報に著作権情報が記述されます。 

 

4) 更新 

記述された内容に従って、レイヤーの情報を更新します。 

1．タイトル、説明、キーワード 

レイヤーのタイトル、説明、キーワード

を編集します。 

タイトルは必ず記入して下さい。 

2．表示縮尺の表示 

レイヤーに設定されている表示縮尺を

表示します。 

4．更新 

記入された変更を更新します。 

3．著作権情報 

Capabilities のレイヤーに著作権情報を

記述します。 
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3.10.2. 更新設定 

 登録した KML レイヤーの更新設定を行います。 

外部の KML を定期的に取得し、随時レイヤーの更新を行います。更新時刻はサーバーの Cron で設

定された時刻となります。 

 

 

① 更新 URL 

 KML へアクセス出来る URL を設定します。 

 

② 更新 

レイヤーのキャッシュを削除し、レイヤーを更新します。 

 

③ 更新設定 

レイヤーの更新設定を行います。 

 

④ 設定更新 

レイヤーの更新日時の設定を更新します。 

 

② 

① 

③ 

④ 
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3.10.3. 凡例設定 

「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、凡例設定ページがポップアップ内のタブに

表示されます。 

 初期設定ではスタイルの設定に従って凡例が出力されますが、ユーザーが指定した画像に凡例を変

更できます。 

 詳細は、「凡例設定」を参照して下さい。 

 

 

3.10.4. メタデータ設定 

レイヤーのメタデータの管理を行います。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内のメタデータの「編

集」から、レイヤーメタデータ設定ページがポップアップに表示されます。 

メタデータ編集の詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 
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3.11. 時系列マップ管理 

 レイヤーごとに日時の情報を持ったラスター画像を複数登録します。指定された日時のラスター画

像を出力します。 

 

 

3.11.1. 基本情報管理 

 時系列マップの基本情報を編集します。詳細は「基本情報設定」を参照して下さい。 

 

 

3.11.2. マップ公開管理 

ユーザーごとにマップの公開設定を行います。ユーザーの権限が「編集者」の他のユーザーにマッ

プを公開するか設定します。 

詳細は、「マップ共有設定」を参照して下さい。 
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3.11.3. レイヤー登録 

 時系列を持つラスター画像を定期的に取得するレイヤーを設定します。 

 時系列データは、サーバローカルの指定ディレクトリ内からアクセス可能なディレクトリを設定す

るか、パッシブモードで接続できる FTP サーバーのディレクトリを設定します。 

 

 

 

 

4．日時設定 

データの登録開始日時、定期的に取得を実

行する間隔、取得失敗時のリトライの間隔

を設定します。 

日時のタイムゾーンを選択します。 

5．メタデータ設定 

レイヤーの Capabilities 情報に記述する

日時情報を設定します。 

6．登録 

選択した ZIP ファイルを登録します。 

3．データフォルダ設定 

時系列データの取得を行うディレクトリ

のパス、日時情報の取得設定、登録するデ

ータの容量上限を設定します。 

1．接続設定 

時系列データの取得設定を選択します。 

 

2．レイヤー設定 

レイヤーのタイトル、登録する時系列デー

タの座標系を設定します。 
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操作手順 

1) 接続設定 

時系列データの取得先がローカルフォルダか FTP サーバーか選択します。 

① ローカル接続設定 

インストール先に作成される「time」フォルダから接続可能なフォルダを指定します。 

② FTP 接続設定 

パッシブモードで接続できる FTP サーバーの接続設定を行います。 

 

2) レイヤー設定 

 ① タイトル 

 レイヤーのタイトルを記述します。 

 ② 座標系 

 レイヤーとレイヤーに登録される時系列データの座標系を設定します。異なる座標系を持つ時系列

データが含まれる場合は、座標系ごとにレイヤーを登録して下さい。 

 

3) データフォルダ設定 

 ① ディレクトリパス 

 インストール先に作成される「time」フォルダから接続可能なフォルダを設定します。 

 「time」フォルダからの相対パスを記述して下さい。 

 ② 日時取得設定 

 データの日時には ISO8601 の定められた記述形式を利用します。時系列データの日時を設定する方

法は以下の 2 通りとなります。 

 ・index.txt 

 「ディレクトリパス」で指定したフォルダに「ファイル名」, 「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」形式の

日時をタブ区切りで記述したテキストファイルを置きます。 

 一度登録に利用された index.txt はリネームされるため利用できなくなります。 

 ・文字列パターン 

 ファイル名からデータの日時を取得するための文字列パターンを記述します。index.txt が見つか

らない場合は、文字列パターンを利用してファイル名から日時を取得します。 

 日時の対応は年:「y」,月:「M」,日:「d」,時:「H」,分:「m」,秒:「s」となり、パターンに日時

以外の文字列が含まれる場合「'」シングルクォートで括ります。 

 画像の拡張子は記述しません。 

 (例）「2012-01-01T12:01:01.tif」の場合、「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」と記述 

 ③ 容量上限 

 定期的に取得される時系列データのファイルサイズ合計の上限を設定します。上限を超えた場合、

先に登録された時系列データから削除されます。 

 上限を無しにする場合は、値に-1 を設定します。 

 

4) 日時設定 

時系列データの登録開始日時と更新間隔を設定します。 

 ① 開始日時 

時系列データの開始日時を設定します。 

時系列データをレイヤーに登録する際に、設定された日時以降のデータのみを登録します。 

② 取得間隔 

時系列データを定期的に取得する時間間隔を設定します。 

設定された時間ごとにデータフォルダの時系列データを確認し、取得します。 
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③ リトライ間隔 

定期取得で時系列データが取得できなかった場合、再度データフォルダを確認するまでの間隔を設

定します。 

取得間隔で設定された時間より長い間隔を設定することはできません。 

④ タイムゾーン 

取得した日時は UTC に変換して格納するため、登録する日時のタイムゾーンを選択します。 

 

5) メタデータ設定 

Capabilities のレイヤーに記述する日時情報を設定します。 

① 更新設定 

「自動設定」は、「日時設定」で設定した時系列データの更新間隔と、登録された時系列データの

日時から最新、最古の日時情報を取得して日時情報の更新を行います。 

「手動設定」は、設定された日時情報の更新を手動で行います。 

② 開始日時情報 

時系列データの登録期間の開始日時を設定します。 

③ 終了日時情報 

時系列データの登録期間の終了日時を設定します。 

④ 標準日時情報 

時系列データがリクエストされた際に、リクエストに日時が設定されていなかった場合表示する時

系列データの日時を設定します。 

 ⑤ 更新間隔情報 

時系列データの登録期間中の更新間隔を設定します。 

 

6) 登録 

設定された時系列データの取得設定を送信して時系列レイヤーを登録します。 

 

 

7) FTP 接続設定 

「接続設定」で FTP 接続設定を選択した場合、FTP 接続設定フォームが表示されます。 

 FTP サーバーはパッシブモードで接続できる必要があります。 

7．FTP 接続設定 

時系列データの取得を行う FTP サー

バーの接続設定を行います。 
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①  ホスト名 

 FTP サーバーのアドレスを記述します。 

②  ポート番号 

 FTP サーバーに接続できるポート番号を記述します。 

③  ユーザー名 

 FTP サーバーにログインできるユーザー名を記述します。 

④  パスワード 

 FTP サーバーのログインパスワードを記述します。 

⑤  ディレクトリパス 

 FTP サーバーにログインしたユーザーで参照できる、時系列データのディレクトリパスを記述しま

す。 

⑥  日時取得設定 

 データの日時には ISO8601 の定められた記述形式を利用します。時系列データの日時を設定する方

法は以下の 2 通りとなります。 

 ・index.txt 

 「ディレクトリパス」で指定したフォルダに「ファイル名」, 「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」形式の

日時をタブ区切りで記述したテキストファイルを置きます。 

 一度登録に利用された index.txt はリネームされるため利用できなくなります。 

 ・文字列パターン 

 ファイル名からデータの日時を取得するための文字列パターンを記述します。index.txt が見つか

らない場合は、文字列パターンを利用してファイル名から日時を取得します。 

 日時の対応は年:「y」,月:「M」,日:「d」,時:「H」,分:「m」,秒:「s」となり、パターンに日時

以外の文字列が含まれる場合「'」シングルクォートで括ります。 

 画像の拡張子は記述しません。 

 (例）「2012-01-01T12:01:01.tif」の場合、「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」と記述 

 ⑦ 容量上限 

 定期的に取得される時系列データのファイルサイズ合計の上限を設定します。上限を超えた場合、

先に登録された時系列データから削除されます。 

 上限を無しにする場合は、値に-1 を設定します。 
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3.11.4. レイヤー編集 

 マップに登録されたレイヤーの管理を行います。レイヤーの基本情報、メタデータの編集から公開

情報の編集を行います。また、スタイル設定や並び順を変更する事で、マップの描写を編集します。 

 

レイヤー情報の編集の詳細は「時系列レイヤー管理」を参照して下さい。 

 

 

 

 

① 選択レイヤー削除 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーを削除します。 

 

② レイヤー登録情報 

登録された時系列データの時間範囲と取得間隔を表示します。 

 

③ レイヤー情報編集 

レイヤーの基本情報、属性、凡例を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「レイヤー設定」を参照して下さい。 

 

④ スタイル設定 

レイヤーの表示設定を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「スタイル設定」を参照して下さい。 

 

⑤ レイヤーメタデータ編集 

レイヤーのメタデータを編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

⑥ レイヤープレビュー 

レイヤーのプレビュー画面を別ウィンドウで表示します。 

 

⑦ レイヤー公開設定 

レイヤーをクリアリングハウス経由で公開するかどうか設定します。初期設定では「公開」する設

定になっております。 

「公開」を選択すると、出力される Capabilities に設定したレイヤーが記述されます。 

 

⑧ レイヤー削除 

レイヤーを削除します。 

① 

④ ⑥ ⑦ ⑧ ③ 

② 

⑤ 
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3.11.5. メタデータ編集 

クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 

 

 

 

3.11.6. 出力確認 

 登録したレイヤーの出力形式を確認します。詳細は「出力確認」を参照して下さい。 
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3.12. 時系列レイヤー管理 

 時系列レイヤーの設定変更、確認を行います。 

 

3.12.1. レイヤー設定 

レイヤー情報を編集します。「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、レイヤー設定

ページがポップアップで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

1) タイトル、説明、キーワード 

レイヤーの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。ここの情報は WMS、WCS の Capabilities

のレイヤーの情報に反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2) 更新設定 

1．タイトル、説明、キーワード 

レイヤーのタイトル、説明、キーワード

を編集します。 

タイトルは必ず記入して下さい。 

2．更新設定 

Capabilities のレイヤーに記述する日時

情報を設定します。 

4．更新 

記入された変更を更新します。 

3．著作権情報 

レイヤーに登録したデータの著作権情

報を記述します。 
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Capabilities のレイヤーに記述する日時情報を設定します。 

① 更新設定 

「自動設定」は、「日時設定」で設定した時系列データの更新間隔と、登録された時系列データの

日時から最新、最古の日時情報を取得して日時情報の更新を行います。 

「手動設定」は、設定された日時情報の更新を手動で行います。 

② 開始日時情報 

時系列データの登録期間の開始日時を設定します。 

③ 終了日時情報 

時系列データの登録期間の終了日時を設定します。 

④ 標準日時情報 

時系列データがリクエストされた際に、リクエストに日時が設定されていなかった場合表示する時

系列データの日時を設定します。 

 ⑤ 更新間隔情報 

時系列データの登録期間中の更新間隔を設定します。 

 

3) 削除設定 

 登録した日時がサーバーの時刻から一定時間過ぎた時系列画像の削除を行う設定です。チェックを

入れる事で削除設定を行います。 

 削除は時系列データの登録の際に、登録済みの時系列画像の日時を確認して行います。 

 

4) 著作権情報 

Capabilities の Layer に記述するデータの著作権情報を記述します。 

 

5) 更新 

記述された内容に従って、レイヤーの情報を更新します。 
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3.12.2. 時系列一覧 

 

① 時系列データ一覧 

レイヤーに登録された時系列データの日時を表示します。 

 

② 登録合計サイズ 

  レイヤーに登録された時系列データのサイズ合計と、レイヤーに設定された容量上限を表示しま

す。 

 

③ プレビュー表示 

  日時ごとの時系列データのプレビュー画面を別ウィンドウで開きます。 

 

④ 削除 

  時系列データをレイヤーから削除します。 

①

②

③ ④
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3.12.3. 取得設定 

時系列データの取得設定を変更します。 

 
操作手順 

① 接続設定 

時系列データの取得先がローカルの場合「ローカル接続設定」か FTP サーバーの場合「FTP 接続設

定」を選択します。 

 

② 定期取得 

 定期的に時系列データの取得を行うか設定します。 

 

③ 座標系 

 レイヤーとレイヤーに登録される時系列データの座標系を設定します。異なる座標系を持つ時系列

データが含まれる場合は、座標系ごとにレイヤーを登録して下さい。 

 

④ ディレクトリパス 

  インストール先に作成される「time」フォルダから接続可能なフォルダを設定します。 

 「time」フォルダからの相対パスを記述して下さい。 

 

⑤ 日時取得設定 

 時系列データの日時を設定する方法は以下の 2通りとなります。 

 ・index.txt 

 「ディレクトリパス」で指定したフォルダに「ファイル名」, 「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」形式の 

日時をタブ区切りで記述したテキストファイルを置きます。 

 一度登録に利用された index.txt はリネームされるため利用できなくなります。 

 ・文字列パターン 

 ファイル名からデータの日時を取得するための文字列パターンを記述します。index.txt が見つか

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑧
⑨

⑪ 
⑩ 
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らない場合は、文字列パターンを利用してファイル名から日時を取得します。 

 日時の対応は年:「y」,月:「M」,日:「d」,時:「H」,分:「m」,秒:「s」となり、パターンに日時

以外の文字列が含まれる場合「'」シングルクォートで括ります。 

 画像の拡張子は記述しません。 

 (例）「2012-01-01T12:01:01.tif」の場合、「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」と記述 

 

⑥ 容量上限 

 定期的に取得される時系列データのファイルサイズ合計の上限を設定します。上限を超えた場合、

先に登録された時系列データから削除されます。 

 上限を無しにする場合は、値に-1 を設定します。 

 

⑦ 開始日時 

時系列データの開始日時を設定します。 

時系列データをレイヤーに登録する際に、設定された日時以降のデータのみを登録します。 

 

⑧ 取得間隔 

時系列データを定期的に取得する時間間隔を設定します。 

設定された時間ごとにデータフォルダの時系列データを確認し、取得します。 

 

⑨ リトライ間隔 

定期取得で時系列データが取得できなかった場合、再度データフォルダを確認するまでの間隔を設

定します。 

 取得間隔で設定された時間より長い間隔を設定することはできません。 

 

⑩ タイムゾーン 

 取得した時系列データの日時を格納する際に UTC に変換を行います。日時のタイムゾーンを設定し

ます。 

 

⑪ 登録 

 変更した時系列データ取得設定を更新します。 

 

 

「接続設定」で FTP 接続設定を選択した場合、FTP 接続設定フォームが表示されます。 

 FTP サーバーはパッシブモードで接続できる必要があります。 

①  ホスト名 

 FTP サーバーのアドレスを記述します。 

 

②  ポート番号 

 FTP サーバーに接続できるポート番号を記述します。 

①
②

③
④

⑤

⑥

⑦
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③  ユーザー名 

 FTP サーバーにログインできるユーザー名を記述します。 

 

④  パスワード 

 FTP サーバーのログインパスワードを記述します。 

 

⑤  ディレクトリパス 

 FTP サーバーにログインしたユーザーで参照できる、時系列データのディレクトリパスを記述しま

す。 

 

 ⑥ 日時取得設定 

 データの日時には ISO8601 の定められた記述形式を利用します。時系列データの日時を設定する方

法は以下の 2 通りとなります。 

 ・index.txt 

 「ディレクトリパス」で指定したフォルダに「ファイル名」, 「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」形式の

日時をタブ区切りで記述したテキストファイルを置きます。 

 一度登録に利用された index.txt はリネームされるため利用できなくなります。 

 ・文字列パターン 

 ファイル名からデータの日時を取得するための文字列パターンを記述します。index.txt が見つか

らない場合は、文字列パターンを利用してファイル名から日時を取得します。 

 日時の対応は年:「y」,月:「M」,日:「d」,時:「H」,分:「m」,秒:「s」となり、パターンに日時

以外の文字列が含まれる場合「'」シングルクォートで括ります。 

 画像の拡張子は記述しません。 

 (例）「2012-01-01T12:01:01.tif」の場合、「yyyy-MM-dd'T'HH:mm:ss」と記述 

 

 ⑦ 容量上限 

 定期的に取得される時系列データのファイルサイズ合計の上限を設定します。上限を超えた場合、

先に登録された時系列データから削除されます。 

 上限を無しにする場合は、値に-1 を設定します。 

 

 

3.12.4. 凡例設定 

「レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、凡例設定ページがポップアップ内のタブに

表示されます。 

 初期設定ではスタイルの設定に従って凡例が出力されますが、ユーザーが指定した画像に凡例を変

更できます。 

 詳細は、「凡例設定」を参照して下さい。 
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3.12.5. スタイル設定 

 

登録したレイヤーの描画設定を行います。 

 

 

 

 
 

 

1) 塗り分け設定一覧 

「描画設定」 

詳細な設定の変更を行い、スタイル設定を行います。 

「エディタ」 

SLD 形式のスタイル設定を直接記入する事で編集します。 

 

2) 描画設定画面 

「1, 塗り分け設定一覧」で選択された設定画面が表示されます。 

 

3) 凡例画像 

レイヤーに設定されているスタイル設定の凡例画像を表示します。スタイル設定の更新時に凡例画

像も更新されます。 

 

4) 画像の最大、最小 

登録された時系列データの画素値の最大値、最小値を表示します。 

3．凡例画像 

設定されている塗り分け

設定を表示します。 

4．画像の最大、最小 

時系列画像の値の最大値、

最小値を表示します。 

2．塗り分け設定画面 

選択された塗り分け設定の画面が

表示されます。 

1．塗り分け設定一覧 

レイヤーの設定ページを切り換え

ます。 
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3.12.6. スタイル描画設定 

登録されているスタイルの設定を行います。 

 

 

① 自動描画設定画面表示 

  時系列データのスタイル設定を、最大値から最小値の値から作成する画面を表示します。 

 

② 表示最小縮尺、表示最大縮尺 

  時系列データの表示される縮尺を設定します。 

  「表示最大縮尺」地図拡大時に設定した縮尺以下になると表示されません。 

  「表示最小縮尺」地図縮小時に設定した縮尺以上になると表示されません。 

 

③ ラベル 

  凡例に表示される色設定のラベルを記入します。 

   

④ 値 

  描画の分割を行う値を記入します。 

    記述した値より大きい画素値が「⑤ 色」で設定した色に描画されます。 

  値が小さい順に設定します。値の並び順は登録時に整列されます。 

   

⑤ 色 

  設定されている「④値」の範囲内の色を設定します。 

 

⑥ 透明度 

  設定ごとに透明度を指定します。 

    「0～1」の間で設定でき、「0」は完全に透明、「1」は不透明に設定されます。 

 

⑦ 削除 

  設定を削除します。 

 

①

②

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

⑧

⑨
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⑧ 色設定追加 

  色設定を追加します。設定の最後尾に新たな色設定が追加されます。 

 

 

⑨ 更新の適応 

  設定したスタイル設定に更新します。 

 

3.12.7. スタイル自動描画設定 

指定した描画設定から自動的にスタイル設定を作成します。 

 

 

① 属性値から分類設定 

  画像の最大値、最小値を等間隔で色分けすることで、スタイル設定を作成します。 

 

② 分割数 

  画像の最大値、最小値の差を分割する数を設定します。 

 

③ 色の表示方法 

 「グラデーション」で値ごとに段階的に表現します。 

 

④ 色の選択 

  グラデーションの「開始色」「終了色」の色を選択します。 

 

⑤ 透明度 

  設定ごとに透明度を指定します。 

   「0～1」の間で設定でき、「0」は完全に透明、「1」は不透明に設定されます。 

 

⑥ 縮尺設定 

 時系列レイヤーの表示を行う縮尺範囲を設定します。 

 

⑦ 確認 

指定したスタイルの設定を確認するため、確認フォームを表示します。 

①② ③
④ ⑤

⑥

⑦
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⑧ 色設定 

  自動描画設定で行った描画設定の確認を行います。 

  色、値、ラベル、透明度の設定を編集できます。 

 

⑨ 表示縮尺 

 設定されたレイヤーの表示を行う縮尺範囲を表示します。 

 

⑩ 描画設定 

  自動描画設定をスタイル設定に反映します。 

 

⑪ 戻る 

  自動塗り分け設定画面に戻ります。 

 

 

3.12.8. スタイルエディタ 

スタイルを直接エディタで編集します。エディタの詳細は「エディタ編集」を参照して下さい。 

 

 

3.12.9. メタデータ設定 

レイヤーメタデータ設定ページがポップアップに表示されます。 

メタデータ編集の詳細は「メタデータ編集」を参照して下さい。 

⑧

⑨

⑩ ⑪
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3.13. SOS マップ管理 

 Sensor Observation Service(以下 SOS)のインターフェースに基づき観測データを外部 SOS サーバ

ーから取得して e コミマップ等の Web-GIS に対して SOS マップを配信します。 

 

3.13.1. 基本情報設定 

 外部 SOS サーバーにおける SOS サービスリクエスト URL を基本情報設定画面で入力して、SOS サー

ビスの基本情報を取得し、必要に応じて編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

1) SOS のサービス URL を入力 

SOS サービスの URL を入力して登録ボタンを押下することで GetCapabilities を実行します。 

 

2) 登録ボタン押下後の基本情報設定画面更新 

GetCapabilities のレスポンスを受けて、画面が更新されます。 

 

① GetCapabilities リクエスト URL を表示します。 

② GetCapabilities レスポンスのステーション総数を表示します 

③ GetCapabilities レスポンスの観測種別数を表示します 

④ 「範囲取得」ボタン押下によりステーション範囲を緯度、経度で表示します 

⑤ 最新データ取得処理の更新開始日時と更新間隔を設定します 

  現時刻から過去は無効、デフォルトは空欄とします 

⑥ 過去データ取得処理の更新開始日時と更新間隔を設定します 

⑦ 観測データ取得制限時間を設定します 

⑧ 観測データ取得範囲を設定します 

 デフォルトは空欄です。 

 

 

1．SOS サービスの URL を入力して GetCapabilities

を実行します。 

GetCapabilities のレスポンスを受けて、画面が更新さ

れます。 
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3.13.2. ログ表示 

SOS サービスの取得状況を確認する場合はログ表示タブのログ表示を参照します。 

 

1) ログ表示 

レイヤーの生成情報、外部 SOS サービスとの通信情報を表示します。 

 

2) 前回のバックグラウンドセンサーデータ DL処理実績 

前回の観測種別毎の DL処理実績を表示します。 

 

 

2．登録ボタン押下後 GetCapabilities のレスポンスを受

けて、画面が更新されます。 

①② ③
④

⑤

⑥

⑦
⑧
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1．レイヤーの生成情報、外部

SOS サービスとの通信情報を

表示します 

2．前回の観測種別毎の DL 処

理実績を表示します 
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3.13.3. レイヤー編集 

 SOS のレイヤーは、GetCapabilities の結果取得されたセンサー種別を表します。レイヤー情報の

編集の詳細は、「3.14 SOS レイヤー管理」を参照してください。 

  

 
 

① レイヤー情報編集 

レイヤーの基本情報、属性、凡例を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「3.14.1 レイヤー設定」を参照して下さい。 

 

② スタイル設定 

レイヤーの表示設定を編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「3.14.4 スタイル設定」を参照して下さい。 

 

③ レイヤーメタデータ編集 

レイヤーのメタデータを編集するフォームをポップアップで表示します。 

詳しくは「3.8.8 メタデータ設定」を参照して下さい。 

 

④ レイヤープレビュー 

レイヤーのプレビュー画面を別ウィンドウで表示します。 

 

⑤ レイヤー公開設定 

レイヤーをクリアリングハウス経由で公開するかどうか設定します。初期設定では「公開」する

設定になっています。 

「公開」を選択すると、出力される Capabilities に設定したレイヤーが記述されます。 

 

⑥ ダウンロード 

「Shp」ボタンを押下すると、ある観測時点のレイヤーのシェープファイルを ZIP に圧縮したフォ

ーマットでダウンロードします。 

「CSV」ボタンを押下すると、範囲指定されたステーションが保有する期間指定の SOS データをカ

ンマ区切り CSV ファイル形式でダウンロードできます。 

「テキスト」ボタンを押下すると、範囲指定されたステーションが保有する期間指定の SOS デー

タをタブ区切りテキストファイル形式でダウンロードできます。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
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3.13.4. メタデータ編集 

クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

詳細は「3.4.8 メタデータ編集」を参照して下さい。

2．「シェープファイル」ボタ

ン押下時のポップアップ画面 

3．「CSV」ボタン押下時のポ

ップアップ画面 

4．「テキスト」ボタン押下時

のポップアップ画面 
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3.14. SOS レイヤー管理 

 SOS レイヤーの設定変更、確認を行います。 

 

3.14.1. レイヤー設定 

レイヤー情報を編集します。「3.13.3 レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、レイヤ

ー設定ページがポップアップで表示されます。 

 

① レイヤータイトル 

GetCapabilities レスポンス結果のセンサー名称を表示します。名称を変更する場合上部の入力エ

リアに記入してください。 

 

② センサー情報データ有効期間 

SOS サービスに保存されているデータの範囲です。 

 

③ センサー情報データ所有期間 

相互運用ｇサーバーのデータ更新スケジューリング機能によってデータが SOS サービスからダウ

ンロードされている期間を示します。（この範囲であれば、クライアントは、データをマップ上で見

ることができます） 

 

 

 

3.14.2. 属性設定 

各レイヤーの属性は、ステーション ID, ステーション名称, ステーション位置（緯度経度）, グ

ラフ表示用タグ, 時刻,時刻有効範囲(開始/終了), センサー値で構成されます。属性項目の変更はで

きませんが、マップ上でステーションをクリックした場合に表示される属性項目の表示/非表示を制

御することができます。 

 

①

②

③
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3.14.3. 凡例設定 

「3.13.3 レイヤー編集」のレイヤー一覧表内の「編集」から、凡例設定ページがポップアップ内

のタブに表示されます。 

 初期設定ではスタイルの設定に従って凡例が出力されますが、ユーザーが指定した画像に凡例を

変更できます。 

 詳細は、「3.5.5 凡例設定」を参照して下さい。 

 

3.14.4. スタイル設定 

登録したレイヤーの描画設定を行います。以下では、SOS レイヤー独自の実装分について説明し、

他のの操作については、「3.5.8 スタイル描画設定一覧」および「3.5,9 スタイル自動描画設定」を参

照ください。 

① 凡例表示 

「自動画面設定画面」にて指定の分割数の設定を行うと、凡例の色と属性が自動で分割されます。

この場合、指定の分割数＋１の描画設定が作成されます。最後の描画設定（この場合設定 11）はデ

ータが無い場合等異常データの表示設定となります。 

 

② テンプレート画面 

「テンプレート画面」を押下すると、「スタイルテンプレート」画面に遷移し、スタイル設定の「保

存」「読込」「削除」ができます。 

 

③ 自動描画設定画面表示 

「自動描画設定画面表示」を押下すると、「自動描画設定」画面に遷移し、属性の選択に応じた色

の選択ができます。 

 

④ スタイルテンプレート保存 

編集したスタイル設定をテンプレートに保存します。この場合名称入力エリアにテンプレート名称

を入力してください。 

 

⑤ スタイルテンプレート読込 

登録されているスタイルテンプレート（⑦のエリアに表示される）を選択し、呼び出します。 

 

⑥ スタイルテンプレート削除 

登録されているスタイルテンプレート（⑦のエリアに表示される）を選択し、そのテンプレートを

削除します。 
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①

②

③
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⑦ 登録済みテンプレート 

名称エリアに入力し、「保存」すると現在編集中のスタイル設定がテンプレートとして登録されま

す。 

 

⑧ 自動描画設定・分割数 

属性の選択で設定された属性の最小値～最大値（⑩で表示あるいは編集）を設定された分割数で分

割します。 

 

⑨ 自動描画設定・色の選択 

開始色と終了色を選択すると、「色の表示方法」で設定された方法で色が分割されます。色の分割

の確認は、「確認」ボタンを押下して確認してください。 

 

⑩ 自動描画設定・最小値/最大値 

デフォルトでは、「属性の選択」で選択された属性の最小値と最大値が入力されています。最小値

～最大値を「属性の分割方法」の選択によって自動で分割します。任意の設定にしたい場合は、入力

してください。 

⑩

⑧
⑪

④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑨
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⑪ 自動描画設定・確認 

色の設定とそれに付随する値が表示されます。 

 

⑫ 異常データの表示 

「自動画面設定画面」にて指定の分割数の設定を行うと、指定の分割数＋１の描画設定となります。

この場合最後の設定（分割数が 10の場合は、「設定 11」は、異常データの表示設定となります。 

異常データとは、 

・ある観測時点でデータが存在しない場合 

・同一時刻、同一時点において同一観測種別のデータが複数ある場合 

で定義されます。 

凡例表示においてデフォルトで、ラベルの文字は「no data」、ラベルの図については、何も表示し

ない設定としています。ラベルの図を表示する場合、「点を表示する」をチェックし形状、色、サイ

ズ等を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫
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3.14.5. プレビュー 

登録したレイヤーの表示を行います。 

① 凡例表示 

各レイヤーの「スタイル設定」にて設定された凡例が表示されます。 

 

② 属性表示 

マップ上で表示されたシンボルを押下すると、「3.14.2 属性表示」で表示設定された属性のみが表

示されます。 

 

③ グラフ表示 

プレビューされたレイヤーの選択されたステーションが持つ時系列データがグラフ表示されます。 

 

 
 

 

 

 

①
②

③
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④ グラフ表示 

ステーションが持つ時系列データが別タブあるいは、別ウィンドウとしてグラフ表示されます。 

マウスを横にドラッグするとドラッグした範囲が拡大されます。 

マウスを縦にドラッグするとドラッグした範囲に縦軸が変更されます。 

（注意）このデータは、間引きしてあるため表示されているグラフ形状は実際のグラフ形状と異な

る場合があります。 

 

⑤ データダウンロード 

グラフ上で表示されている時系列データを「カンマ区切り csv」あるいは「タブ区切り txt」でダ

ウンロードできます。 

 

⑥ PDF 出力 

グラフとステーション情報（⑧）を PDF 形式で出力できます。 

 

⑦ 再描画 

From, To エリアに描画範囲を入力すると入力された範囲でグラフが再描画されます。 

 

⑧ ステーション情報表示 

時系列表示されているステーションの情報を表示します。 

 

④

⑤

⑥ ⑦

⑧
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3.15. ユーザー選択マップ管理 

 ユーザー選択マップは、「ベクトルマップ」「WCS マップ」に登録されているレイヤーを引用する事

で、一つのマップにまとめ表示します。 

 マップの作成したユーザー権限が「管理者」であれば、「ベクトルマップ」「WCS マップ」の全ての

レイヤーを引用できます。ユーザー権限が「編集者」である場合、そのユーザーが作成したマップか

「マップ公開設定」で公開されているマップのレイヤーのみ引用できます。 

 

 

3.15.1. 基本情報設定 

選択マップの基本情報を設定します。 

 

 

 

 

 

 

1) タイトル、説明、キーワード 

マップの「タイトル」「説明」「キーワード」を記入します。ここの情報は WMS、WFS の Capabilities

に反映されます。 

「タイトル」は必ず記入して下さい。 

「キーワード」は、単語と単語の間を「，」で区切って下さい。 

 

2) 四隅の範囲 

マップの最大範囲を設定します。任意の数値を登録できます。 

「範囲取得」は登録されているレイヤーの範囲を表示します。 

 

3) 更新 

記述された内容に従って、マップの情報を更新します。

1．タイトル、説明、キーワード 

「タイトル」「説明」「キーワード」の

編集を行います。 

タイトルの記述は必須となります。 

2．四隅の範囲 

マップを表示する全体の範囲を設定

します。 

3．更新 

記入された変更を更新します。 
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3.15.2. レイヤー一覧 

 引用されたレイヤーの一覧を表示します。 

「ユーザー選択マップ」ではレイヤーの編集は出来ません。 

 

 

 

① 選択レイヤー削除 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーを「ユーザー選択マップ」から削除し

ます。 

 

② レイヤー並び順変更 

レイヤー一覧のチェックボックスで選択されているレイヤーの並び順を変更する事で、レイヤー全

体の並び順を変更します。 

 

③ 地図プレビュー 

マップに登録されているレイヤー全てを表示するプレビュー画面を、別ウィンドウで表示します。 

 

④ レイヤーの種類 

登録されたレイヤーのジオメトリの種類をアイコンで表示します。 

ポイント 

ライン 

ポリゴン 

ラスター 

 

⑤ レイヤープレビュー 

レイヤーのみを表示する「プレビュー画面」を別ウィンドウで表示します。 

 

⑥ レイヤー削除 

レイヤーを「ユーザー選択マップ」から削除します。

① ② 
③ 

④ ⑤ ⑥ 
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3.15.3. 利用可能なマップ一覧 

 利用可能な「ベクトルマップ」「WCS マップ」の一覧が表示されます。マップから必要なレイヤー

を選択し引用します。 

  

 

 

 

 

 

 

1) 絞り込み検索 

 「ベクトルマップ一覧表示」「WCS マップ一覧表示」を利用してマップの種類で絞り込みます。 

 登録されたマップの ID、タイトルからマップを検索します。一覧表に検索結果を表示します。  

 

2) 並び替え 

「地図 ID」「タイトル」の横にある▲▼を押す事で、降順、昇順で表を並び替えます。 

 

3) マップの種類 

地図 ID とそのマップの種類を表示します。 

 ベクトルマップ 

 WCS マップ 

 

4) レイヤー追加 

 「ユーザー選択マップ」にレイヤーを追加するため、「レイヤー追加フォーム」を表示します。 

 

5) プレビュー 

 マップの全体プレビューを別画面に表示します。 

1．絞り込み検索 

「マップの種類」「地図 ID」「タイト

ル」からマップを検索します。 

3．マップの種類 

登録されたマップの形式を表示し

ます。 

5．プレビュー 

マップのプレビューを表示

します。 

2．並び替え 

▲▼を押す事で、表を昇順、降順で

並び替えます。 

4．レイヤー追加 

レイヤー追加フォームを表示しま

す。 
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3.15.4. レイヤー追加フォーム 

 「利用可能なマップ一覧」のレイヤー追加の「表示」からレイヤー追加フォームをポップアップで

表示します。 

 

 

 

 

 

1) レイヤー選択 

 引用するレイヤーのチェックボックスを選択します。 

 

2) レイヤーの種類 

 登録されているレイヤーのジオメトリ型を表示します。 

ポイント 

ライン 

ポリゴン 

ラスター 

 

3) 選択レイヤーの追加 

 「選択レイヤーを追加する」から、選択されたレイヤーを「ユーザー選択マップ」へ引用します。 

 

4) プレビュー 

 レイヤーのプレビューを別画面で表示します。 

 

 

3.15.5. メタデータ 

クリアリングハウスへ登録するため、メタデータを作成します。メタデータが作成されていない場

合、必要な項目をあらかじめ入力したメタデータが作成されます。 

詳細は「3.4.8 メタデータ編集」を参照して下さい。 

1．レイヤー選択 

引用するレイヤーのチェックボックス

を選択します。 

2．レイヤーの種類 

登録されたレイヤーの種類

を表示します。 

4．プレビュー 

レイヤーのプレビューを

表示します。 

3．選択レイヤーを追加する 

選択されたレイヤーを「ユーザー選

択マップ」へ引用します。 
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3.16. 設定画面 

運用ｇサーバーの設定を行います。「ユーザー設定」「問い合せ先設定」「タイトル設定」のそれぞ

れのページで管理を行います。 

 

 

3.16.1. ユーザー設定 

 

ユーザーの新規登録、登録したユーザーの編集を行います。 

  

ユーザーの種類 

権限 説明 

管理者 運用ｇサーバー設定、登録されたマップの編集を制

限なく実行できます。 

編集者 作成したマップの編集、他のユーザーから公開され

ているマップの引用を行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) ユーザー登録 

 ユーザーの登録フォームを表示します。「ユーザー新規登録」を参照して下さい。 

 

2) ID,ユーザー名 

 ユーザーの ID、名称を表示します。どちらも重複は出来ません。 

 

3) ユーザー権限 

 ユーザーの管理権限を表示します。 

 

4) ダウンロード 

 ユーザーが登録したマップ情報の一覧を CSV 形式のテキストデータで出力します。 

1．ユーザー登録 

ユーザー登録フォームを表示

します。 

2．ID,ユーザー名 

登録されいるユーザーの名称と ID が

表示されます。 

3．ユーザー権限 

ユーザーの権限を表示し

ます。 

5．削除 

ユーザーを削除します。 

4．ユーザー編集 

ユーザーの編集フォームを表示し

ます。 

4．ダウンロード 

ユーザーが登録したマップ

情報をダウンロードします。 
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5) ユーザー編集 

 ユーザーの編集フォームを表示します。「ユーザー編集」を参照して下さい。 

 

6) 登録削除 

 ユーザーの登録を削除します。登録が削除されたユーザーが作成したマップは「管理者」権限を持

ったユーザーのみ編集が可能となります。 

 スーパーユーザは削除することができません。 

 

 

3.16.2. ユーザー新規登録 

 ユーザーを新規登録します。「ユーザー設定」の「ユーザー登録」からユーザー作成フォームが表

示されます。 

 

 

 

 

 

1) ログイン ID、ユーザー名 

ログイン ID はユーザーがログインする際に記入する IDで、使用できる文字は半角英数字です。 

ログイン ID は登録後に変更出来ません。 

 ユーザー名は、利用中に表示されるユーザーの名称です。 

 

2) パスワード 

 ユーザーがログインする際のパスワードを記入します。確認のため同じパスワードを 2 回記入して

下さい。 

使用できる文字は半角英数字のです。 

 

3) ユーザー権限 

 ユーザーの権限を設定します。ログインユーザーが「管理者」の時のみ「管理者」権限のユーザー

を作成する事が出来ます。 

 

4) 登録 

 記述された内容に従ってユーザーを登録します。

1．ログイン ID、ユーザー名 

ログイン用の ID とユーザーの名称を

記入します。 

2．パスワード 

ユーザーのパスワードを記入します。

同じパスワードを 2 回記入する必要

があります。 

3．ユーザー権限 

登録するユーザーの権限を指定しま

す。 4．登録 

ユーザーを登録します。 
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3.16.3. ユーザー編集 

ユーザーの情報を編集します。「ユーザー設定」の「編集」からユーザー編集フォームが表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

1) ユーザー名 

 ユーザーの名称を記入します。 

 

2) 権限の変更 

 ユーザーの権限を選択します。管理者の権限はログイン中のユーザーが管理者権限を持っている場

合のみ変更できます。 

 

3) 認証パスワード 

 編集する権限を持った、ログイン中のユーザーのパスワードを入力します。 

 

4) 認証パスワード（再入力） 

 編集する権限を持った、ログイン中のユーザーのパスワードを再度入力します。 

 

5) 変更の保存 

 変更したユーザーの情報を保存します。 

1．ユーザー名 

ユーザーの名称を記入します。 

4．認証パスワード（再入力） 

ログイン中のユーザーのパスワー

ドを再度記入します。 

5．変更の保存 

変更内容を保存します。 

3．認証パスワード 

ログイン中のユーザーのパスワー

ドを記入します。 

2．権限の変更 

ユーザーの権限を選択します。 
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3.16.4. パスワード変更 

ユーザーの情報を編集します。「ユーザー設定」の「編集」からユーザー作成フォームが表示され

ます。フォームの「パスワードの変更」でパスワード編集フォームに切り替えます。 

 

 
 

 

 

 

1) 認証パスワード 

 編集する権限を持った、ログイン中のユーザーのパスワードを入力します。 

 

2) 新しいパスワード 

 ユーザーの新しいパスワードを入力します。 

 

3) 新しいパスワード（再入力） 

ユーザーの新しいパスワードを再度入力します。 

 

4) 更新 

 ユーザーのパスワードを更新します。 

1．認証パスワード 

ログイン中のユーザーのパスワー

ドを記入します。 

2．新しいパスワード 

ユーザーの変更後のパスワードを

記入します。 

3．新しいパスワード（再入力） 

ユーザーの変更後のパスワードを

再度記入します。 

4．更新 

パスワードを更新します。 
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3.16.5. ユーザー削除 

 登録したユーザーを削除します。「ユーザー設定」の「削除」からポップアップでユーザー削除フ

ォームが表示されます。 

 

 

 

 

1) 認証パスワード 

編集する権限を持った、ログイン中のユーザーのパスワードを入力します。 

  

2) 認証パスワード（再入力） 

編集する権限を持った、ログイン中のユーザーのパスワードを再度入力します。 

 

3) 削除 

 ユーザーの削除を実行します。  

 

 

3.16.6. 問い合せ先設定 

 メタデータの「責任者情報」「問い合せ先」に引用される問い合せ先をあらかじめ作成します。 

 

 

 

 

 

1) 新規問い合せ先作成 

問い合せ先の新規作成フォームを表示します。「新規問い合せ先作成」を参照して下さい。 

1．新規問い合せ先作成 

新規問い合せ先作成フォームを表示

します。 

2．問い合せ先編集 

問い合せ先編集フォームを表示しま

す。 

1．認証パスワード 

ログイン中のユーザーのパスワー

ドを記入します。 

 

2．削除 

ユーザーの削除を実行します。 

2．認証パスワード（再入力） 

ログイン中のユーザーのパスワー

ドを再度記入します。 
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2) ID,問い合せ先名称 

問い合せ先の ID、名称を表示します。ID は重複出来ません。 

 

3) 問い合せ先編集 

問い合せ先の編集フォームを表示します。詳細は「問い合せ先編集」を参照して下さい。 

 

 

3.16.7. 新規問い合せ先作成 

 問い合せ先を新規に作成します。「問い合せ先設定」の「新規問い合せ先作成」から新規問い合せ

先作成フォームが表示されます。 

 

 

 

 

1) 問い合せ先入力フォーム 

 問い合せ先の情報を記入します。「問い合わせ先名称」は必ず記入して下さい。 

 

2) 新規作成 

 入力された内容で問い合せ先を作成します。 

2．新規作成 

連絡先を新規作成します。 

1．問い合せ先入力フォーム 

問い合せ先を記入します。 
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3.16.8. 問い合せ先編集 

問い合せ先を編集します。「問い合せ先設定」の問い合わせ一覧表の「編集」から問い合せ先編集

フォームが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

1) 問い合せ先入力フォーム 

問い合せ先の情報を記入します。「問い合わせ先名称」は必ず記入して下さい。 

 

2) 変更の保存 

入力された内容で問い合せ先の変更を保存します。 

 

3) 削除 

問い合せ先を削除します。

1．問い合せ先入力フォーム 

問い合せ先を記入します。 

2．変更の保存 

連絡先を変更します。 

3．削除 

連絡先を削除します。 
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3.16.9. 背景地図設定 

プレビュー画面で表示される基盤地図の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

1) 背景地図追加画面表示 

 背景地図追加画面をポップアップで表示します。 

 

2) 背景地図設定の編集 

 登録されている背景地図の設定を編集します。 

 ① 地図名称 

  登録した背景地図の名称を記入します。プレビュー画面で表示される地図名称となります。 

 ② URL 

  WMS を取得可能な URL を記入します。 

 ③ レイヤー名 

  WMS のレイヤーを記述します。 

 ④ フォーマット 

  WMS の画像形式を設定します。 

 ⑤ 削除 

  背景地図設定を削除します。 

 

3) 背景地図更新 

 背景地図の編集内容を更新します。 

1．背景地図追加画面表示 

背景地図追加画面を表示します。 

2．背景地図設定の編集 

登録されている背景レイヤーの「名

称」「URL」「レイヤー名」「フォーマッ

ト」の編集と削除を行います。 

3．背景地図更新 

編集内容に従って、背景地図を更新

します。 
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3.16.10. 背景地図追加 

 

 

1) 背景地図設定の編集 

 背景地図に WMS の設定を行います。 

 ① 地図名称 

  登録した背景地図の名称を記入します。プレビュー画面で表示される地図名称となります。 

 ② URL 

  WMS を取得する URL を記入します。 

 ③ レイヤー名 

  WMS のレイヤーを記述します。 

 ④ フォーマット 

  WMS の画像形式を設定します。 

 

2) 背景地図更新 

 背景地図の編集内容を更新します。 

 

1．背景地図設定の編集 

登録されている背景レイヤーの「名

称」「URL」「レイヤー名」「フォーマッ

ト」を設定します。 

2．背景地図登録 

背景地図を登録します。 
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3.16.11. クリアリングハウス設定 

  

 
  

 

 

1) クリアリングハウス設定 

「URL」登録可能なクリアリングハウスの URL を記述します。防災科学技術研究所がリリースして

いる災害リスク情報クリアリングハウスの API の URL を入力してください。詳しくは災害リスク情報

クリアリングハウスのドキュメントをご覧ください。 

 「パラメータ」は入力されない場合は災害リスク情報クリアリングハウスの標準のパラメータを利

用します。パラメータが入力されれている場合、クリアリングハウスへの編集を行う際に利用されま

す。 

 

2) 設定更新、削除 

 クリアリングハウスの設定を更新します。 

 設定更新、削除を行うためにはログインユーザーのパスワードが必要となります。 

 

 

3.16.12. クリアリングハウスユーザー設定 

 クリアリングハウスに編集を行う場合、クリアリングハウスへログインできるユーザーの設定が必

須となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．URL 設定  

「URL」を編集します。 

4．設定更新、削除 

設定の更新、削除を行います。 

2．パラメータ設定 

リクエスト時に利用するパラメー

タを記述します。 

3．認証パスワード 

ログインユーザーのパスワードを

記入します。 

1．設定フォーム切り替え  

設定フォームの表示を切り替えます。 

3．設定保存 

クリアリングハウスのユーザー設

定を保存します。 

4．共有設定  

登録したクリアリングハウスのユーザ

ー設定を、相互運用ｇサーバーの他のユ

ーザーと共有するか設定します。 

2．クリアリングハウスユーザー設定  

クリアリングハウスにログインを行う

ユーザー設定を行います。 
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1) 設定フォーム切り替え 

 クリアリングハウスのユーザー設定を行うフォームと、クリアリングハウスへログインを行うユー

ザー設定フォームの表示を切り替えます。 

 

2) クリアリングハウスユーザー設定 

 クリアリングハウスへの編集を行う際に利用されるクリアリングハウスのユーザー設定を行いま

す。メタデータの編集や削除を行う際に利用されます。 

 

3) 設定保存、削除 

 クリアリングハウスのユーザー設定を保存、または削除します。 

 

4) 共有設定 

 登録したクリアリングハウスのユーザー設定を、他の相互運用ｇサーバーのユーザーが利用可能に

するため共有設定を行います。 

 

5) ログインユーザー設定 

 共有設定で共有された相互運用ｇサーバーのユーザーは、クリアリングハウスにログインを行うユ

ーザーの選択ができます。設定されたクリアリングハウスログイン ID を利用してクリアリングハウ

スにログインを行います。 

  

5．ログインユーザー設定 

クリアリングハウスにログインを行う

ユーザーを選択します。 
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3.16.13. ｇサーバー設定 

 

 

 

 

 

 

1) タイトルの記入 

 変更する相互運用ｇサーバーのタイトルを記入します。 

 

2) タイトル更新 

 相互運用ｇサーバーのタイトルを更新します。更新は管理者権限をもったユーザーのみ行えます。 

 

3) ｇサーバーのタイムゾーン 

 相互運用ｇサーバーの時系列データ登録の際に利用するデフォルトのタイムゾーンを選択します。 

 

4) タイムゾーン更新 

 相互運用ｇサーバーのデフォルトのタイムゾーンを更新します。 

1．変更後のタイトル記入 

変更後のタイトルを記入します。 

2．更新 

タイトルを更新します。 

3．ｇサーバーのタイムゾーン 

デフォルトのタイムゾーンを設定しま

す。 
4．タイムゾーン更新 

デフォルトのタイムゾーンを更新します。 
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3.16.14. マップ情報一覧 

 

 

 

 

1) マップ一覧移動 

 マップの一覧表示の移動を行います。 

 

2) 全マップ情報ダウンロード 

 ログイン中のユーザーが取得可能なマップ情報を全て CSV 形式のテキストでダウンロードします。 

  

3) マップ情報ダウンロード 

マップ一覧からマップ情報を CSV 形式のテキストでダウンロードします。 

 

 

 

2．全マップ情報ダウンロード 

ログイン中のユーザーが取得でき

るマップ情報を全て取得します。 

1． マップ一覧移動 

マップの一覧の移動を行います。 

3．マップ情報ダウンロード 

マップの情報を、マップごとにダウ

ンロードします。 



 143 

 

3.17. プレビュー画面 

 

 

 

 

1)  地図タイトル 

 表示している地図のマップ名称、レイヤー名称が表示されます。 

 

2)  登録地図 

 表示している地図のレイヤー一覧です。チェックボックスの選択で「⑤地図表示画面」に表示する

レイヤーの表示・非表示を切り換えます。 

 レイヤー名の下に表示される画像は、レイヤーの凡例です。 

 

3)  背景地図 

 レイヤーを表示する地図の背景地図です。ラジオボタンで表示を切り換えます。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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4)  地図移動、縮尺変更 

スライダーを動かす事で、地図の縮尺を変更します。 

地図を上に移動します。 

地図を左に移動します。 

地図を右に移動します。 

地図を下に移動します。 

 

5)  地図表示画面 

 マップに登録された地図をレイヤーの並び順位表示します。
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4. 備考 

4.1. 対応フォーマット 

1) ベクトルデータ 

 ・シェープファイル 

シェープファイルのアップロードには、必要とするファイルを同じフォルダで zip 形式に圧縮する

必要があります。 

複数のシェープファイルをアップロードする場合は、複数のベクトルデータを一つの zip 形式に圧

縮してアップロードして下さい。 

 

必須ファイル 

形式 説明 

SHP http://www.esrij.com/products/gis_data/shape/ 

SHX 同上 

DBF 同上 

 

追加ファイル 

形式 説明 

PRJ 座標の投影法を WKT で記述したファイル。 

アップロード時に、対応するファイルの座標系を指定せずに登録できます 

SLD http://www.opengeospatial.org/standards/sld 

アップロード時に、対応するファイルの表示設定を行います。 

 

・GeoJSON 

必須ファイル 

形式 説明 

GeoJSON http://geojson.org/ 

 

追加ファイル 

形式 説明 

SLD http://www.opengeospatial.org/standards/sld 

アップロード時に、対応するファイルの表示設定を行います。 

 

 

2) ラスターデータ 

ラスターデータのアップロードには、画像とそれに対応するワールドファイルを zip 形式に圧縮す

る必要があります。 

複数のラスター画像を一つの zip 形式のファイルとしてアップロードすることで、モザイク画像と

して登録されます。 

画像の形式と対応するファイルの拡張子は、下記の表を参考にして下さい。 

 

フォーマット 画像拡張子 ワールドファイル拡張子 

BMP bmp bpw 

GIF gif gfw 

JPEG jpg jpeg jgw 

PNG png pgw 

TIFF tif tiff tfw 

GEOTIFF tif tiff - 
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3) KML データ 

KML データは、Open Geospatial Consortium, Inc (OGC)で規定された OGC KML を使用します。 

フォーマット 説明 

KML XML ベースで空間情報が記述されたファイル 

https://developers.google.com/kml/documentation/?hl=ja 

KMZ zip 形式で圧縮された KML ファイル 

 

 

 

4.2. 投影法 

1) 入力データの投影法 

相互運用 gサーバーは、以下の投影法による入力に対応しています。 

投影法 ベクトルデータ ラスターデータ KML データ 

世界測地系 緯度経度(EPSG:4612) ○ ○ ○ 

日本測地系 緯度経度(EPSG:4301) △※1 △※1 × 

世界測地系 平面直角座標系(第 1～

19 系) 

(EPSG:2443～2460) 

○ ○ × 

日本測地系 平面直角座標系(第 1～

19 系) 

(EPSG:30161～30178) 

△※1 △※1 × 

UTM 51N～55N(JGD2000) 

 (EPSG:3097～3101) 

○ ○ × 

UTM 51N～55N(Tokyo) 

(EPSG:3092～3096) 

△※1 △※1 × 

Proj ライブラリに登録された地理座

標系※2 

○ ○ × 

※1 Proj.4 の epsg 設定の修正が必要になります 

※2 アップロード時に EPSG コードを入力することで利用できます。 

 

2) 出力データの投影法 

相互運用ｇサーバーは、以下の投影法データとして出力できます。 

投影法 ベクトルデータ ラスターデータ KML データ 

世界測地系 緯度経度(EPSG:4612) ○ ○ ○ 

日本測地系 緯度経度(EPSG:4301) ○ △※3 × 

世界測地系 平面直角座標系(第 1～

19 系) 

(EPSG:2443～2460) 

○ ○ × 

日本測地系 平面直角座標系(第 1～

19 系) 

(EPSG:30161～30178) 

○ △※3 × 

Spherical  Mercator (Google 

Projection) 

(EPSG: 900913、3785) 

○ △※3 ○ 

※3 Proj.4 の epsg 設定の修正が必要になります。  

Mapfile の”wms_srs”に投影法を追加して下さい。 

 


